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　7-4　工区　補助

種　　　　 別 規    格 単位 数    量

路 線 延 長  φ150 ｍ 261.00
 管布設延長

管 体 延 長  φ150 ｍ 255.00
 L=4.0m

硬質塩化ﾋﾞﾆｰﾙ管  φ150（ＲＲ） 本 64 　= 63.76 本　

埋設標識シート  ﾀﾞﾌﾞﾙ ｍ 255.00

ﾏﾝﾎｰﾙ用可とう継手  φ150 個 7

鏡切り工  φ150 ｍ 2.4 3.0 箇所

　土　　　 工

機械掘削工  BH　0.28m3 m3 476.60

人力掘削工 m3

機械埋戻工  砂 m3 52.69

〃  流用土（改良土） m3 345.77

人力埋戻工  砂 m3

〃  流用土 m3

発生土処理工  土砂：機械 m3 92.41

〃  土砂：人力 m3

埋戻土運搬工  土砂：機械 m3 476.60

〃  土砂：人力 m3

 砂　t=10cm
管基礎工  機械　幅0.55m ｍ 素掘部

 砂　t=10cm
〃  機械　幅0.85m ｍ 255.00 矢板部

 砂　t=10cm
〃  人力　幅0.55m ｍ 素掘部

　土　留　工

素掘り ｍ

アルミ矢板  H=2.0 m ｍ 80.00

〃  H=2.5 m(支保1段) ｍ 14.00

〃  H=2.5 m(支保2段) ｍ 60.25

〃  H=3.0 m ｍ 52.00

〃  H=3.5 m ｍ 52.25

〃  H=4.0 m ｍ

支保工  支保工１段 ｍ 94.00

〃  支保工２段 ｍ 164.50

〃  支保工３段 ｍ

掘削深  H=1.5 m以下 ｍ 8.00

〃  H=2.0 m以下 ｍ 86.00

〃  H=2.5 m以下 ｍ 60.25

〃  H=3.0 m以下 ｍ 104.25

〃  H=3.5 m以下 ｍ

〃  H=3.8 m以下 ｍ

　水　替　工

ポンプ運転 式 1.0

ポンプ据付・撤去 式 1.0

摘   　　　要

管布設工総括表　　

 (0.165＋0.100)×π＝0.8ｍ/箇所



7-4 工区 補助 1/1

管径　φ150
路 掘 上 底 平均 舗 舗 仮

路 人 孔 線 削 ﾏﾝﾎ 直管 掘 掘 掘 掘削深 装 装 復
線 番 号 延 延 人孔 管渠 ｰﾙ用 RR 削 削 削 種 厚 旧
番 長 長 減長 延長 可とう 4.0ｍ 幅 幅 幅 上流 下流 平均 別 厚 機械 人力 人力 機械 人力 機械 人力 機械 人力
号 ① ② ③ 継手 ③/4.0 ④ ⑤ ⑥ ⑦ ①*④* ①*④* ④= ④= ④=

=①-② φ150 φ150 (⑤-⑥) (⑤-⑥) 0.55 0.85 0.55
上流 下流 m m m m 個 本 m m m m m m m3 m3 m m m m3 m3 m3 m3 m3 m3

8103 8103-2 8103-3 52.00 52.00 0.60 51.40 1 12.85 0.85 0.85 0.85 1.96 2.35 2.16 市道As 0.05 0.30 93.26 51.40 10.60 66.08 19.84

〃 8103-3 8103-4 52.00 52.00 0.60 51.40 1 12.85 0.85 0.85 0.85 2.35 2.73 2.54 市道As 0.05 0.30 110.06 51.40 10.60 82.88 17.97

〃 8103-4 8103-5 53.00 52.25 0.90 52.10 1 13.03 0.85 0.85 0.85 2.75 3.11 2.93 市道As 0.05 0.30 127.91 52.10 10.65 100.59 16.14

8100-1 +12.0ｍ 8100-1-7 8.00 8.00 0.15 7.85 1.96 0.85 0.85 0.85 1.43 1.49 1.46 市道As 0.05 0.30 9.59 7.85 1.63 5.41 3.58

〃 8100-1-7 8100-2-1 14.00 14.00 0.60 13.40 1 3.35 0.85 0.85 0.85 1.49 1.54 1.52 市道As 0.05 0.30 17.49 13.40 2.85 10.17 6.19

8100-2 8100-2-1 8100-2-2 18.00 18.00 0.60 17.40 1 4.35 0.85 0.85 0.85 1.57 1.67 1.62 市道As 0.05 0.30 24.02 17.40 3.67 14.61 7.79

〃 8100-2-2 8099-3-1 28.00 27.00 0.75 27.25 6.81 0.85 0.85 0.85 1.67 1.91 1.79 市道As 0.05 0.30 39.93 27.25 5.50 25.82 11.24

8099-2 +30.0ｍ 8099-2-6 13.00 13.00 0.45 12.55 1 3.14 0.85 0.85 0.85 1.56 1.86 1.71 市道Co 0.10 0.20 17.79 12.55 2.65 12.65 3.73

〃 8099-2-6 8099-2-7 14.00 14.00 0.60 13.40 1 3.35 0.85 0.85 0.85 1.88 2.06 1.97 市道Co 0.10 0.20 22.25 13.40 2.85 16.72 3.67

〃 8099-2-7 +6.7ｍ 6.70 6.70 0.15 6.55 1.64 0.85 0.85 0.85 2.06 2.19 2.13 市道Co 0.10 0.20 11.56 6.55 1.37 8.91 1.66

〃 +6.7ｍ 8110-1-1 2.30 1.55 0.60 1.70 0.43 0.85 0.85 0.85 2.06 2.19 2.13 市道As 0.05 0.30 2.74 1.70 0.32 1.93 0.60

合計 261.00 6.00 255.00 7 63.76 476.60 255.00 52.69 345.77 92.41

管 布 設 工 ・ 土 工 計 算 表

機械
①*{④*(0.1+

外径)-控除面積}

埋戻工管布設延長

-外径-0.1-⑦)}

掘削土量
砂

-流用土/0.9

砂基礎工
厚み 10cm

管　　　材

①*{④*(⑤-0.1

発生土処理工
流用土（改良土）

掘削土量
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管径　φ150
路 掘 平

路 人 孔 線 削 掘 均
線 番 号 延 延 削 掘 素掘り 摘要
番 長 長 幅 削 L=2.0m L=2.5m L=2.5m L=3.0m L=3.5m L=4.0m １段 ２段 ３段
号 深 (支保1段) (支保2段)

上流 下流 m m m m m m m m m m m m m m m m

8103 8103-2 8103-3 52.00 52.00 0.85 2.16 52.00 52.00

〃 8103-3 8103-4 52.00 52.00 0.85 2.54 52.00 52.00

〃 8103-4 8103-5 53.00 52.25 0.85 2.93 52.25 52.25

8100-1 +12.0ｍ 8100-1-7 8.00 8.00 0.85 1.46 8.00 8.00

〃 8100-1-7 8100-2-1 14.00 14.00 0.85 1.52 14.00 14.00

8100-2 8100-2-1 8100-2-2 18.00 18.00 0.85 1.62 18.00 18.00

〃 8100-2-2 8099-3-1 28.00 27.00 0.85 1.79 27.00 27.00

8099-2 +30.0ｍ 8099-2-6 13.00 13.00 0.85 1.71 13.00 13.00

〃 8099-2-6 8099-2-7 14.00 14.00 0.85 1.97 14.00 14.00

〃 8099-2-7 +6.7ｍ 6.70 6.70 0.85 2.13 6.70 6.70

〃 +6.7ｍ 8110-1-1 2.30 1.55 0.85 2.13 1.55 1.55

合計 261.00 80.00 14.00 60.25 52.00 52.25 94.00 164.50

土 留 工 計 算 表

アルミ矢板
土留工 支保工

軽量金属
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管径　φ150
路 掘 平

路 人 孔 線 削 掘 均
線 番 号 延 延 削 掘 L=2.0m L=2.5m L=2.5m L=3.0m L=3.5m L=4.0m H=1.5m L=2.0m L=2.5m L=3.0m L=3.5m L=3.8m 摘要
番 長 長 幅 削 延長 (支保1段) (支保2段) 以下 以下 以下 以下 以下 以下
号 L H 延長 延長 延長 延長 延長 延長 延長 延長 延長 延長 延長 延長

上流 下流 m m m m m m m m m m m m m m m m m

8103 8103-2 8103-3 52.00 52.00 0.85 2.16 52.00 52.00

〃 8103-3 8103-4 52.00 52.00 0.85 2.54 52.00 52.00

〃 8103-4 8103-5 53.00 52.25 0.85 2.93 52.25 52.25

8100-1 +12.0ｍ 8100-1-7 8.00 8.00 0.85 1.46 8.00 8.00

〃 8100-1-7 8100-2-1 14.00 14.00 0.85 1.52 14.00 14.00

8100-2 8100-2-1 8100-2-2 18.00 18.00 0.85 1.62 18.00 18.00

〃 8100-2-2 8099-3-1 28.00 27.00 0.85 1.79 27.00 27.00

8099-2 +30.0ｍ 8099-2-6 13.00 13.00 0.85 1.71 13.00 13.00

〃 8099-2-6 8099-2-7 14.00 14.00 0.85 1.97 14.00 14.00

〃 8099-2-7 +6.7ｍ 6.70 6.70 0.85 2.13 6.70 6.70

〃 +6.7ｍ 8110-1-1 2.30 1.55 0.85 2.13 1.55 1.55

合計 261.00 80.00 14.00 60.25 52.00 52.25 8.00 86.00 60.25 104.25

掘削深算定表

アルミ矢板素掘り 掘削深
土留工



1号組立マンホール設置工　（7-4工区・補助路線）
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名　　　称 細　　　別 単位 数　　量 摘　　　要

鉄　　蓋  受枠共T-14　 個 4

〃  受枠共T-25    　 〃

調整金具  25mmまで　 〃 3

〃  45mmまで　 〃 1

調整リング  H=50mm 〃

〃  H=100mm 〃 1

〃  H=150mm 〃 3
 600×900

斜壁ブロック  H=300mm 〃
 600×900

〃  H=450mm 〃 3
 600×900

〃  H=600mm 〃 1

床版斜壁  H=150mm 〃

直壁ブロック  H=300mm 〃

〃  H=600mm 〃

〃  H=900mm 〃 1

〃  H=1200mm 〃

〃  H=1500mm 〃

躯体ブロック  H=600mm 〃

〃  H=900mm 〃 1

〃  H=1200mm 〃 3

〃  H=1500mm 〃

〃  H=1800mm 〃

底版ブロック 〃 4

ブロック据付工  Ｈ≦2.0ｍ 箇所 3

〃  2.0ｍ＜Ｈ≦3.0ｍ 〃 1

〃  3.0ｍ＜Ｈ≦4.0ｍ 〃

削孔工  VUφ100用 〃

〃  VUφ150用 〃 5

〃  VUφ200用 〃

底 部 工  組立式（本管φ150） 〃 4

〃  組立式（本管φ200） 〃

1号組立マンホール設置工総括表
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(箇所) (箇所) (箇所)

ｍ ｍ φ100 φ150 φ200

8103-2 1.854 1 1 1 1 1 1 1 1

8103-4 2.646 1 1 1 1 1 1 1 1 1

8100-2-1 1.459 1 1 1 1 1 1 1 2

8099-2-6 1.772 1 1 1 1 1 1 1 1

3 1 1 3 3 1 1 1 3 4 4 4 5

ﾌﾞﾛｯｸ据付工  Ｈ≦2.0m 3 箇所 H= / ＝

 2.0m＜Ｈ≦3.0m 1 箇所 H= / ＝

 3.0m＜Ｈ≦4.0m 箇所

削
孔
工

床
版
斜
壁

直壁ブロック

φ900

内
副
管
取
付
工

T-25

外
副
管
取
付
工1500 1800

底
版
ブ
ロ

ッ
ク

マンホール
蓋

T-14

底
部
工

1200900300150 600 1500 6001200900150 30045

マ
ン
ホ
ー

ル
番
号

マ
ン
ホ
ー

ル
深

調整リング 斜壁ブロック

25 50 450 600

調整金具

100

φ600

計

１号組立マンホール設置工計算表

φ600 φ600×φ900 φ900

躯体ブロック

（本管部）内副管平均



 7-4 工区 補助 【本管φ150】 　

単位

　１箇所当り

基礎砕石 ｔ＝20ｃｍ × 2 × ｍ × （ ） ｍ
3 0.23

※材料のロス率

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ工 × 2
× （ ＋ × ）

－ × 2
× × ｍ

3 0.15

モルタル上塗工 × 2 － × ＋

× × × ｍ
2 0.71

π/4

0.90 1/2

0.17 0.15

1/2

π 0.15

1号組立マンホール底部工計算表

0.90 0.15 0.90

算　　　　式

π/4 0.15

π/4 0.2

0.90

数　 量

π/4 1/2

工　　種

0.90

1.10 1+0.2



小口径塩ビマンホール設置工 （7-4工区・補助路線）



種　　　　 別 規    格 単位 数    量

塩ビﾏﾝﾎｰﾙ据付工  φ150×300 箇所 4

防護蓋  Ｔ－１４ 個 4

〃  Ｔ－２５ 個

台座 個 4

内蓋 個 4

ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管  φ300  L=4.0m 本 1.4 5.62m÷4.0m

インバート桝

〃  起点(落差) 個

〃  ０° 個 2

〃  １５° 個 1

〃  ３０° 個 1

〃  ４５° 個

〃  ６０° 個

〃  ７５° 個

〃  ９０° 個

〃  会合 個

マルチタイプ 個

９０°支管 個

15ﾟ自在受口異径ソケット  φ150×100 個  起点部取付管用

本管用自在継手  φ150 個 4  中間部、曲点部

摘   　　　要

小口径塩ビマンホール総括表

　7-4 工区　補助
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立上り部 内 蓋 台 座
15ﾟ自在
受口 90ﾟ

マルチ
タイプ

T-14 T-25 φ300
異径
ｿｹｯﾄ

支管

起点 0° 15° 30° 45° 60° 75° 90° H-h-0.15 φ150*100 φ150

(Ｈ) （個） （個） （個） （個） （個） （個） （個） （個） （個） （個） （個） (ｍ) （個） （個） （個） （個） （個）

8103 8103-3 2.240 1 1 1.860 1 1 1

8100-1 8100-1-7 1.383 1 1 1.003 1 1 1

8100-2 8100-2-2 1.563 1 1 1.183 1 1 1

8099-2 8099-2-7 1.954 1 1 1.574 1 1 1

7.140 2 1 1 4 5.620 4 4 4

個

4 個

1.79 平均深

小口径塩ビマンホール計算表

インバート部

150*300　　h=0.23m

マ
ン
ホ
ー
ル
番
号

マ
ン
ホ
ー
ル
深

路
線
番
号

合　計

防 護 蓋 本管用
自在
継手



桝・取付管布設工　（7-4工区・補助路線）
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 取付管土工

機械掘削工 27.35

人力掘削工

管 基 礎 工  砂：機械 ｍ 24.79

〃  砂：人力 ｍ

機械埋戻工  砂 2.71

〃 流用土（改良土） 21.93

人力埋戻工  砂

〃 流用土（改良土）

発生土処理工  土砂 ：機械 2.98

〃  土砂 ：人力

掘削土運搬工  土砂 ：機械 27.35

〃  土砂 ：人力

防護コンクリート 0.16 取付管水路横断部

同上型枠 1.13

桝 ・ 取 付 管 布 設 工 総 括 表 (1)

 ＢＨ　0.20ｍ3

ｍ
3

摘 要

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

名 称 細 別 単位

ｍ
3

ｍ
2

ｍ
3

数 量

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3
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 桝・取付管布設工

小口径汚水桝  マルチ桝 φ200-150 個

〃  マルチ桝 φ200-100 個 7
 ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管

硬質塩化ビニル管  ＶＵφ150　Ｌ＝4.0ｍ/本 本
 ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管

〃  ＶＵφ100　Ｌ＝4.0ｍ/本 本 8  31.10÷4.0ｍ/本

９０°支管  φ200×φ150 個

〃  φ200×φ100 個

〃  φ150×φ150 個

〃  φ150×φ100　（通常） 個 3

〃  φ150×φ100　（ｺﾝﾊﾟｸﾄ） 個

異径ソケット  φ150×φ100 個 小口径マンホールにて計上

可とう継手  φ100 個 4

ゴム輪受口自在曲管  φ150×0° 個

〃  φ100×0° 個 7

〃  φ100×30° 個

〃  φ150×60° 個

〃  φ100×60° 個 3

〃  φ150×75° 個

〃  φ100×75° 個

接着受け口カラー継手  φ200 個 7

〃  φ150 個

〃  φ100 個 10

塩ビ製キャップ  ＶＵφ150 個

〃  ＶＵφ100 個

ドロップ桝用落差管  ＶＵφ150 本

〃  ＶＵφ100 本

公共桝蓋  塩ビ製 個 5

〃  鋳鉄製 個 2

公共桝蓋台座 個 2

公共桝蓋内蓋  塩ビ製密閉式 個 2
 硬質塩ビﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管

立　上　り　管  ＶＵφ200　Ｌ＝4.0ｍ/本 本 2  6.00÷4.0ｍ/本

桝 ・ 取 付 管 布 設 工 総 括 表 (2)

名 称 細 別 単位 数 量 摘 要
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名 称 細 別 単位 数 量 摘 要

汚水桝設置工  Ｈ＝1.0ｍ以下（鋳鉄蓋） 箇所

〃  Ｈ＝1.5ｍ以下（　 〃 　） 箇所 2

〃  Ｈ＝2.0ｍ以下（　 〃 　） 箇所

〃  Ｈ＝3.0ｍ以下（　 〃 　） 箇所

〃  Ｈ＝1.0ｍ以下（塩ビ蓋） 箇所

〃  Ｈ＝1.5ｍ以下（　 〃 　） 箇所 2

〃  Ｈ＝2.0ｍ以下（　 〃 　） 箇所 1

〃  Ｈ＝3.0ｍ以下（　 〃 　） 箇所 2

支管取付工 箇所 3
 31.1÷7箇所

取付管布設工 ｍ 31.10 　　＝4.44ｍ（平均）

桝 ・ 取 付 管 布 設 工 総 括 表 (3)
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名 称 細 別 単位 数 量 摘 要

 舗装仮復旧工
 ｔ＝20㎝以下

舗装切断工 As 30.10  付帯工にて計上
 ｔ＝20㎝以下

〃 Co

 ｔ＝10㎝以下
舗装版破砕工 As 13.46  付帯工にて計上

 ｔ＝10㎝以下
〃 Co

産 廃 処 分  As ：機械 0.67  付帯工にて計上

〃  Co ：機械
市道車道部  再生粗粒度As

Aｓ　表　層　工  ｔ＝ 3㎝ 13.46  付帯工にて計上
市道車道部  粒調砕石

Aｓ　上層路盤工  ｔ＝12㎝ 13.46  付帯工にて計上
市道車道部  再生クラッシャーラン

Aｓ　下層路盤工  ｔ＝15㎝ 13.46  付帯工にて計上
私道車道部  再生粗粒度As

Aｓ　表　層　工  ｔ＝ 3㎝
私道車道部  粒調砕石

Aｓ　上層路盤工  ｔ＝12㎝
私道車道部  再生クラッシャーラン

Aｓ　下層路盤工  ｔ＝15㎝
市道車道部  コンクリート

Co　表　層　工  ｔ＝10㎝
市道車道部  再生クラッシャーラン
Co　路 盤 工  ｔ＝10㎝

砂 利 道  再生クラッシャーラン
路 盤 工  ｔ＝10㎝

ｍ
2

ｍ
2

ｍ
3

ｍ

ｍ
2

ｍ
2

ｍ
2

ｍ
2

ｍ
2

ｍ
2

ｍ
2

桝 ・ 取 付 管 布 設 工 総 括 表 (4)

ｍ
3

ｍ

ｍ
2



　7-4　工区　　補助
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

 取付管土工

機械掘削工 27.35 27.35

人力掘削工 〃

管 基 礎 工  砂：機械 ｍ 24.79 24.79

〃  砂：人力 〃

機械埋戻工  砂 2.71 2.71

〃 流用土（改良土） 〃 21.93 21.93

人力埋戻工  砂 〃

〃 流用土（改良土） 〃

発生土処理工  土砂 ：機械 〃 2.98 2.98

 砂：人力 〃

掘削土運搬工  土砂 ：機械 〃 27.35 27.35

 砂：人力 〃

取付管水路横断部

防護コンクリート 0.16

同上型枠 1.13

合 計 摘 要

 ＢＨ　0.20ｍ3 ｍ3

ｍ3

桝 ・ 取 付 管 布 設 土 工 集 計 表 (1)

名 称 細 別 単位

ｍ3

ｍ2



　7-4　工区　　補助
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

 舗装仮復旧工
 ｔ＝20㎝以下

舗 装 切 断 工 As ｍ 30.10 30.10  付帯工にて計上

 ｔ＝20㎝以下
〃 Co 〃

 ｔ＝10㎝以下
舗装版破砕工 As ｍ2

13.46 13.46  付帯工にて計上

 ｔ＝10㎝以下
〃 Co 〃

産  廃  処  分  As ：機械 ｍ3
0.67 0.67  付帯工にて計上

〃  Co ：機械 〃
市道車道部  再生密粒度As

Aｓ　表　層　工  ｔ＝ 3㎝ ｍ2
13.46 13.46  付帯工にて計上

市道車道部  粒調砕石
Aｓ　上層路盤工  ｔ＝12㎝ 〃 13.46 13.46  付帯工にて計上

市道車道部  再生クラッシャーラン
Aｓ　下層路盤工  ｔ＝15㎝ 〃 13.46 13.46  付帯工にて計上

私道車道部  再生密粒度As
Aｓ　表　層　工  ｔ＝ 3㎝ 〃
私道車道部  粒調砕石

Aｓ　上層路盤工  ｔ＝12㎝ 〃
私道車道部  再生クラッシャーラン

Aｓ　下層路盤工  ｔ＝15㎝ 〃
市道車道部  コンクリート

Co　表　層　工  ｔ＝10㎝ 〃
市道車道部  再生クラッシャーラン
Co　路 盤 工  ｔ＝10㎝ 〃

砂 利 道  再生クラッシャーラン
路 盤 工  ｔ＝10㎝ 〃

摘 要単位 合 計名 称 細 別

桝・取付管布設舗装工集計表(２)



　7-4　工区　　補助
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

小口径汚水桝 マルチ桝 φ200-150 個

〃 マルチ桝 φ200-100 〃 7 7
 ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管  0.00÷4.0ｍ/本

硬質塩化ビニル管  ＶＵφ150　Ｌ＝4.0ｍ/本 ｍ
 ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管  31.10÷4.0ｍ/本

〃  ＶＵφ100　Ｌ＝4.0ｍ/本 〃 31.10 31.10 　＝ 8.0本

９０°支管  φ200×φ150 個

〃  φ200×φ100 〃

〃  φ150×φ150 〃

〃  φ150×φ100（通常） 〃 3 3

〃  φ150×φ100（ｺﾝﾊﾟｸﾄ） 〃
小口径マンホール

異径ソケット  φ150×φ100 〃 にて計上

可とう継手  φ100 〃 4 4

ゴム輪受口自在曲管  φ150×0° 〃

〃  φ100×0° 〃 7 7

〃  φ100×30° 〃

〃  φ150×60° 〃

〃  φ100×60° 〃 3 3

〃  φ150×75° 〃

〃  φ100×75° 〃

接着受け口カラー継手  φ200 〃 7 7

〃  φ150 〃

〃  φ100 〃 10 10

合 計

桝 ・ 取 付 管 布 設 工 集 計 表 ( １ )

名 称 細 別 単位 摘 要



　7-4　工区　　補助
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

塩ビ製キャップ  ＶＵφ150 個

〃  ＶＵφ100 〃
 0.00÷4.0ｍ/本

ドロップ桝用落差管  ＶＵφ150 ｍ
 0.00÷4.0ｍ/本

〃  ＶＵφ100 〃

公共桝蓋  塩ビ製 個 5 5

〃  鋳鉄製 〃 2 2

公共桝蓋台座 〃 2 2

公共桝蓋内蓋  塩ビ製密閉式 〃 2 2
 硬質塩ビﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管  6.00÷4.0ｍ/本

直　管  ＶＵφ200　Ｌ＝4.0ｍ/本 ｍ 6.00 6.00 　＝ 2.0本

汚水桝設置工  Ｈ＝1.0ｍ以下（鋳鉄蓋） 箇所

〃  Ｈ＝1.5ｍ以下（　 〃 　） 〃 2 2

〃  Ｈ＝2.0ｍ以下（　 〃 　） 〃

〃  Ｈ＝3.0ｍ以下（　 〃 　） 〃

〃  Ｈ＝1.0ｍ以下（塩ビ蓋） 〃

〃  Ｈ＝1.5ｍ以下（　 〃 　） 〃 2 2

〃  Ｈ＝2.0ｍ以下（　 〃 　） 〃 1 1

〃  Ｈ＝3.0ｍ以下（　 〃 　） 〃 2 2

支管取付工 箇所 3 3

取付管布設工 ｍ 31.10 31.10

名 称 細 別 単位 合 計 摘 要

桝 ・ 取 付 管 布 設 工 集 計 表 ( ２ )



小口径汚水桝　桝深計算検討表 　7-4　工区　　補助 　7-4　工区　　補助

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ Ｌ Ｌ1 ｈ ｉ ｊ ｋ A Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ｂ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ Ｃ D ⑩ ⑨

勾配
本管

土被り
勾配

取付管
落差

流出
管底高

流出
管底高

勾配
宅内配管

高低差
流入高
の計算

流出
管底高

最低
流出

管底高
桝深

桝
落差

(‰)
ａ-本管
頂高

(‰) Ｌ×ｉ ａ-ｋ-ｈ Ⅰ-Ⅲ-ｈ (‰)
③×⑥＋
④＋⑤

②-⑦ ⑧-0.05
min

(A,B,C,D
)

①－D
⑧-(①-

⑩)

8099-3 99 鋳鉄蓋 市道As 6.54 1.50 150 8110-1-1 3.579 3.0 0.0 3.734 3.579 2.81 1.35 開削工法 6.0 5.0 100 10.0 0.060 0.60 5.830 5.57 1.80 0.30 5.160 Wφ 5.433 6.44 6.52 43.0 0.20 100 20.0 1.160 5.360 5.310 5.160 1.30 0.22 Ｓ 人孔

8101 104 塩ビ蓋 市道As 6.55 0.85 150 8100-2-2 4.867 3.0 23.4 4.951 4.796 1.60 0.40 開削工法 1.7 0.7 100 10.0 0.017 0.60 5.840 Wφ 5.443 6.57 6.39 17.0 0.20 100 20.0 0.640 5.750 5.700 5.443 1.20 0.38 Ｓ Ｂ

8101 105 鋳鉄蓋 市道As 6.53 1.50 150 8101-2 2.496 3.0 0.0 2.651 2.496 3.88 2.70 開削工法 3.7 2.7 100 10.0 0.037 0.60 5.820 Wφ 5.423 6.59 6.26 21.0 0.20 100 20.0 0.720 5.540 5.490 5.423 1.20 0.15 Ｓ 人孔

8101 106 塩ビ蓋 市道As 6.53 1.50 150 8101-2 2.496 3.0 0.0 2.651 2.496 3.88 2.28 開削工法 3.6 2.6 100 10.0 0.036 0.60 5.820 5.45 1.20 0.30 5.040 6.37 6.35 51.0 0.20 100 20.0 1.320 5.030 4.980 4.980 1.40 0.06 Ｓ 人孔

8103 110-1 塩ビ蓋 市道As 6.47 2.00 150 8103-6 2.880 3.0 0.0 3.035 2.880 3.44 1.38 開削工法 5.5 4.5 100 10.0 0.055 0.60 5.760 5.98 0.52 0.20 5.670 Wφ 5.363 7.17 6.52 151.0 0.20 100 11.0 1.961 4.559 4.509 4.509 2.70 0.09 Ｓ 人孔

8103 110-2 塩ビ蓋 市道As 6.14 0.85 150 8103-4 3.324 3.0 46.1 3.340 3.185 2.80 0.94 開削工法 5.1 4.1 100 10.0 0.051 0.60 5.430 5.64 0.52 0.20 5.330 Wφ 5.033 6.53 6.62 185.0 0.20 100 10.0 2.150 4.470 4.420 4.420 2.20 0.14 Ｓ Ｂ

8103 111 塩ビ蓋 市道As 5.89 0.85 150 8103-3 3.500 3.0 28.7 3.568 3.413 2.32 0.68 開削工法 5.5 4.5 100 10.0 0.055 0.60 5.180 5.39 0.50 0.20 5.080 Wφ 4.783 5.90 6.38 173.0 0.20 100 10.0 2.030 4.350 4.300 4.300 1.60 0.05 Ｓ Ｂ

道

路

種

別

管径
起点
人孔
No

水路
幅

最小
土被り
基準

取

付

工

法

取付
延長

宅

地

番

号

氏　名

本 管 頂 高 の 計 算

道路
地盤高

管径

保

護

蓋

種

別

本　　　　　　　　　　　　　管

掘削幅
本管

管底高
接続
落差

路

線

番

号

取付
タイ
プ

桝
種別

小  口  径  汚  水  桝

道路
内

延長

地下埋
による
管底高

桝設置
地盤高

起点
人孔
流出

管底高

起点
からの
追加
距離

本管
管頂高

取　　　　付　　　　管

水路
(側溝)
底高

地下埋
設物の
種　類

水路・側溝・地下埋設等障害物
埋設物 (Ｄ)

取付管
との
離隔
基準

宅内
起点

土被り

宅内
配管
径

宅　　内　　配　　管

宅内
配管長

起点宅
地

地盤高

　

　

ポ

イ

ン

ト

コ

ン

ト

ロ

ー

ル



1/1

a ② ④＋⑤ ③ ⑥ ③×⑥ ①
④+⑤+③×

⑥+(①-②) C A B D ⑩ L i j ①-⑩-j f

地
盤
高

管
頂
高

起点
地盤高

設
置
深
さ

延長 勾配 高差
設置

地盤高

流入高
による
桝深

流入高に
よる流出
管底高

取付管最
小土被りに
よる流出管

底高

水路下越
し下端高

による流出
管底高

汚水桝
深最低

高さ
min(A,B,C)

桝

深
延長 勾配 高差

取付管
管底高

取付
余裕

(ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (‰) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (‰) (ｍ) (ｍ) (ｍ)

8099-3 99 人孔 鋳鉄 6.54 3.734 6.52 0.30 43.0 20.0 0.86 6.44 1.08 5.310 5.830 5.160 5.160 1.30 6.00 10.0 0.060 5.080 1.35 コンクリ製

8101 104 支管 塩ビ 6.55 4.951 6.39 0.30 17.0 20.0 0.34 6.57 0.82 5.700 5.840 5.443 1.20 1.70 10.0 0.017 5.353 0.40 その他

8101 105 人孔 鋳鉄 6.53 2.651 6.26 0.30 21.0 20.0 0.42 6.59 1.05 5.490 5.820 5.423 1.20 3.70 10.0 0.037 5.353 2.70 コンクリ製

8101 106 人孔 塩ビ 6.53 2.651 6.35 0.30 51.0 20.0 1.02 6.37 1.34 4.980 5.820 5.040 4.980 1.40 3.60 10.0 0.036 4.934 2.28 コンクリ製

8103 110-1 人孔 塩ビ 6.47 3.035 6.52 0.30 151.0 11.0 1.66 7.17 2.61 4.509 5.760 5.670 4.509 2.70 5.50 10.0 0.055 4.415 1.38 コンクリ製

8103 110-2 支管 塩ビ 6.14 3.340 6.62 0.30 185.0 10.0 1.85 6.53 2.06 4.420 5.430 5.330 4.420 2.20 5.10 10.0 0.051 4.279 0.94 その他

8103 111 支管 塩ビ 5.89 3.568 6.38 0.30 173.0 10.0 1.73 5.90 1.55 4.300 5.180 5.080 4.300 1.60 5.50 10.0 0.055 4.245 0.68 その他

汚

水

桝

設

置

保

護

蓋

の

種

類

本　　管

小 口 径 汚 水 桝 深 さ 計 算 書
道路形態による汚水桝深排水設備による汚水桝深 取　　　付　　　管

起点人
孔種別

　7-4　工区　　補助
宅　内　桝 宅内配管

路
線
番
号

宅

地

番

号

氏 名

①

1

2

2 2

取付管延長
人孔取付

(コンクリ製)
その他取付

3m＞L

3m≦L<5m

5m≦L
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掘
削
幅

本
管

底
掘
削
幅

取
付
管

取
付
延
長

 
 

延
長

道
路
内

平
均
掘
削
幅

取
付
管

平
均
掘
削
幅

取
付
管

ｂ ｂ’ Ｌ Ｌ1 ｂ2 ｂ3

(ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ) (ｍ) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3)

8099-3 99 1.50 0.55 6.00 5.00 1.80 市道As 0.05 0.30 1.50 0.70 2.45 2.49 1.40 0.69 1.00 0.97 3.46 3.45 0.38 2.25 0.96 防護Co

8101 104 0.85 0.55 1.70 0.70 市道As 0.05 0.30 1.28 0.68 0.28 0.23 1.30 0.68 1.00 0.88 1.11 1.28 0.14 0.79 0.23

8101 105 1.50 0.55 3.70 2.70 市道As 0.05 0.30 1.24 0.67 1.95 1.55 1.30 0.68 1.00 0.88 2.43 2.95 0.32 1.48 0.79

8101 106 1.50 0.55 3.60 2.60 1.20 市道As 0.05 0.30 1.66 0.72 0.65 0.75 1.50 0.70 1.00 1.05 1.80 2.85 0.31 2.21 -0.66

8103 110-1 2.00 0.55 5.50 4.50 0.52 市道As 0.05 0.30 2.10 0.76 2.98 4.64 2.80 0.83 1.00 2.32 6.96 4.50 0.49 6.00 0.29

8103 110-2 0.85 0.55 5.10 4.10 0.52 市道As 0.05 0.30 1.91 0.74 3.16 4.35 2.30 0.78 1.00 1.79 6.14 4.68 0.51 5.06 0.52

8103 111 0.85 0.55 5.50 4.50 0.50 市道As 0.05 0.30 1.69 0.72 3.58 4.23 1.70 0.72 1.00 1.22 5.45 5.08 0.56 4.14 0.85

合 計 27.35 24.79 2.71 21.93 2.98

道路内掘削深＝道路地盤高ａ－(桝設置地盤高①－桝深⑩)＋0.10m

道路内掘削延長＝Ｌ1－ｂ/2－Ⅱ

道路内掘削土量＝b2×道路内掘削延長×(道路内掘削深－表層厚)

宅地内掘削深＝桝深⑩＋0.10m

宅地内掘削延長＝Ｌ－Ｌ1

宅地内掘削土量＝b3×宅地内掘削延長×宅地内掘削深

掘削幅＝（（（H*0.2）+0.55）+0.55）/2

　
　
掘
削
深

　
宅
地
内

埋　戻　工

残
土
処
分

改
良
土

掘
削
全
土
量

　
掘
削
土
量

　
宅
地
内

管

基

礎

工

宅
地
番
号

氏 名

水
路
控
除
Ⅱ

　
掘
削
延
長

　
宅
地
内

砂

所　　　　　　属　　　　　　管　　　　　　渠

備　    考  

掘　　　　　　　　削　　　　　　　　工

　
掘
削
土
量

　
道
路
内

　7-4　工区　　補助 小 口 径 汚 水 桝 及 び 取 付 管 土 工 計 算 書

路
線
番
号

　
掘
削
延
長

　
道
路
内

表

層

厚

　
　
掘
削
深

　
道
路
内

道

路

種

別

舗

装

全

厚

硬質塩化ビニル管
φ100VU

B=0.2H+550

H2
H1

掘
削

深
H

3
14

10
0

1
14

10
0

100

550

掘 削 幅

舗装

流用土

砂
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本
管
開
削
幅

道
路
内
延
長

水

路

控

除

上

掘

削

幅

取

付

管

舗
装
切
断
工

舗
装
切
断
工

舗
装
版
破
砕
工

舗
装
版
破
砕
工

産
廃
処
分

産
廃
処
分

市
 

道

市
 

道

私
 

道

歩
 

道

砂
利
道

b L1 Ⅱ ｂ4 As Co As Co As Co As Con As As

(ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (切) (ｍ) (ｍ) (ｍ
2
) (ｍ

2
) (ｍ

3)
(ｍ

3)
(ｍ

2
) (ｍ

2
) (ｍ

2
) (ｍ

2
) (ｍ

2
) (ｍ

2
) (ｍ

2
)

8099-3 99 1.50 5.00 1.80 0.85 市道As 2.45 0.05 0.30 2 4.90 2.08 0.10 2.08

8101 104 0.85 0.70 0.81 市道As 0.28 0.05 0.30 2 0.56 0.23 0.01 0.23

8101 105 1.50 2.70 0.80 市道As 1.95 0.05 0.30 2 3.90 1.56 0.08 1.56

8101 106 1.50 2.60 1.20 0.88 市道As 0.65 0.05 0.30 2 1.30 0.57 0.03 0.57

8103 110-1 2.00 4.50 0.52 0.97 市道As 2.98 0.05 0.30 2 5.96 2.89 0.14 2.89

8103 110-2 0.85 4.10 0.52 0.93 市道As 3.16 0.05 0.30 2 6.32 2.94 0.15 2.94

8103 111 0.85 4.50 0.50 0.89 市道As 3.58 0.05 0.30 2 7.16 3.19 0.16 3.19

合 計 30.10 13.46 0.67 13.46

備　    考

　7-4　工区　　補助 小 口 径 汚 水 桝 及 び 取 付 管 舗 装 工 計 算 書

表

層

厚

氏 名

舗

装

全

厚

舗　　　装　　　取　　　壊　　　し

取
壊
し
延
長

所　　　　　属　　　　　管　　　　　渠

路

線

番

号

宅

地

番

号

舗
装
切
断
数

道

路

種

別

仮　　　　　復　　　　　旧

硬質塩化ビニル管
φ100VU

B=0.2H+550

H
2

H
1

掘
削

深
H

3
1
41
0
0

1
1
4

1
0
0

100

550

掘 削 幅

舗装

流用土

砂



①

通常
タイプ

コン
パクト
タイプ

０ﾟ ３０ﾟ ６０ﾟ ７５ﾟ

(ｍ) (ｍ) (ｍ) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (ｍ) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (m) (個) (個)

8099-3 99 1.30 1.50 6.00 6.00 1 1 1 1 1 1 1 0.50 1

8101 104 1.20 0.85 1.70 1.70 1 1 1 2 1 1 0.40 1

8101 105 1.20 1.50 3.70 3.70 1 1 1 1 1 1 1 0.40 1

8101 106 1.40 1.50 3.60 3.60 1 1 1 1 1 0.60 1

8103 110-1 2.70 2.00 5.50 5.50 1 1 1 1 1 1.90 1

8103 110-2 2.20 0.85 5.10 5.10 1 1 1 2 1 1 1.40 1

8103 111 1.60 0.85 5.50 5.50 1 1 1 2 1 1 0.80 1

31.10 3 4 7 3 10 7 5 2 2 2 6.00 7

桝設置工(箇所)
鋳鉄蓋　　　塩ビ蓋

0             0
0             0
0             0
2             2 (Bタイプ) (Aタイプ) (小口径人孔直結タイプ) (人孔直結タイプ)
0             0
0             1
0             0
0             2

Ⅳ　型

小 口 径 汚 水 桝 及 び 取 付 管 材 料 計 算 書

　
　
落
差
管

ド
ロ

ッ
プ
桝

用

備　考

鋳
鉄
蓋
台
座

密
閉
式
内
蓋

取　付　管　材　料　(φ100)

（φ200－100）

異径
ｿｹｯﾄ
150-
100

可とう
継手
φ100

直
管

宅
地
番
号

氏 名

 
本
管

掘
削
幅
b

桝

深

カ
ラ
ー

継
手

直
管

取
付
延
長
L

ゴム輪受け口自在曲管
90ﾟ

支管
150-
100

  90ﾟ支管150-100

Ⅰ　型

所　属　管　渠

路
線
番
号

　7-4　工区　　補助

ド
ロ

ッ
プ
桝

塩
　
ビ
　
蓋

鋳
鉄
蓋

Ⅱ　型 Ⅲ　型

小　口　径　汚　水　桝　(φ200－100)

キャッ
プ

φ100

接
着
受
口
カ

ラ
ー

マ
ル
チ
桝

合 計

汚 水 桝

 H=1.0m以下

 H=1.5m以下

 H=2.0m以下

 H=3.0m以下



防護コンクリート工（取付管水路横断部）

単位

8099-3路線

取付管（99） L= 1.80 ｍ

計 L= 1.80 ｍ

V = (0.314×0.314－0.114
2
×π/4)× 1.80 ＝ ㎥ 0.16

同上型枠 A = 0.314×2×1.80 ＝ ㎡ 1.13

算　　　式

コンクリ－ト

数　量名　　称



付　　帯　　工　（7-4工区・補助路線）



　7-4　工区　補助

種　　　　 別 規    格 単位 数    量

舗装切断工  As　t=20cm以下 ｍ 479.70

〃  Co　t=20cm以下 ｍ 67.40
 As　直接掘削積込

舗装取り壊し工  t=10cm以下 m2 204.54
 Co　直接掘削積込

〃  t=10cm以下 m2 28.65
 Co　掘削積込

〃  t=15～35cm以下 m2

IRブロック取外工  IRブロック m2

 Co舗装部
仮復旧工  再生粗粒As　t=3cm m2

 Co舗装部
〃  ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　t=20cm m2 28.65

〃  再生粗粒As　t=3cm m2

〃  粒調砕石　t=15cm m2

〃  再生粗粒As　t=3cm m2

〃  ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　t=10cm m2

〃  再生粗粒As　t=3cm m2

〃  粒調砕石　t=12cm m2

〃  ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　t=15cm m2

市道車道As
〃  再生粗粒As　t=3cm m2 204.54

〃  粒調砕石　t=12cm m2 204.54

〃  ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　t=15cm m2 204.54

ガラ処分工 Asガラ m3 10.24

〃 Coガラ m3 2.87

摘   　　　要

付帯工総括表　　



 　7-4　工区　補助
単位 数量

449.60 取付管 ＋ 30.10 479.70

67.40 67.40

191.08 取付管 ＋ 13.46

204.54

28.65 28.65

28.65 28.65

191.08 取付管 ＋ 13.46 204.54

Ａｓ舗装
1.4≦ｂ≦3.0

Ａｓ舗装
3.0＜ｂ
Ａｓ舗装

1.4≦ｂ≦3.0
Ａｓ舗装
3.0＜ｂ

9.57

取付管 ＋ 0.67 10.24

2.87 2.87

＋

t=10cm

仮復旧工

Ｃｏ舗装

Ａｓ舗装

路盤掘削工

Ａｓ舗装

Ａｓ舗装

Ａｓ舗装

Ａｓ舗装

砂利道

本復旧工表層工

Co舗装

t=3cm

工　　種

舗装切断工

Ｃｏ舗装
(ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ)

t=20cm

舗装取壊し工

t=10cm

t=10cm以下

IR舗装

t=3cm

ｍ
2

t=20cm以下

Ｃｏ舗装

ｍ
2

Ａｓ舗装

ｍ
2

t=8cm

ｍ
3

付帯工集計表

ｍＡｓ舗装

ｍ
2

ｍ
2

ｍ

Ｃｏ舗装

t=20cm以下

IRブロック取外工

ｍ
2t=3cm

t=3cm

t=3cm ｍ
2

ｍ
2

区画線復旧工

白実線

文字等

Ａｓ殻

発生土処理工 土砂

ガラ処分

Ｃｏ殻

白実線

黄実線

ｍ
3

ｍ
2

t=2cm

ｍ
2

ｍ
3

ｍ
2

t=10cm

t=5cm

ｍ
2t=10cm

t=3cm

ｍ
2

ｍ
2

t=5cm

ｍ

ｍW=15㎝換算

W=15㎝

ｍ
3

ｍ
3

W=30㎝ ｍ

W=30㎝ ｍ



　7-4　工区　補助 1/1

舗 道路 路線 舗装 掘 復 舗装

路線番号 装 幅員 延長 延長 削 旧 5 4 3 2 1 切断

種 幅 幅 Ｃｏ Ａｓ Ｃｏ Ａｓ Ａｓ Ａｓ Co As As As As Ａｓ Ａｓ Ｃｏ Ｃｏ Ａｓ Ａｓ Ａｓ Co Ａｓ As As As As Co

別 t=10cm t=10cm以下 t=10cm t=3cm t=5cm t=5cm t=3cm t=3cm t=3cm t=3cm Ａｓ t=3cm t=10cm以下 t=10cm ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 t=10cm t=2cm t=3cm t=3cm t=5cm t=5cm t=10cm

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ2 ｍ2 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ2 ｍ2 ｍ2 ｍ2 ｍ2 ｍ ｍ2 ｍ2 ｍ2 ④～⑧ ④～⑧ ④～⑧ ｍ3 ｍ3 ｍ2 ｍ2 ｍ2 ｍ2 ｍ2

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ *0.03 *0.03 *0.03+ 1.4≦ｂ≦3.0 3.0＜ｂ 1.4≦ｂ≦3.0 3.0＜ｂ

①*② ①*② ①*② ①*② (③-②) (③-②) (③-②) (③-②)

*0.10 *0.03 *0.05 *0.05 *① *① *①*0.10 *①*0.05

8103 8103-2 8103-3 市道As 52.00 52.00 0.85 104.00 44.20 2.21 44.20

〃 8103-3 8103-4 市道As 52.00 52.00 0.85 104.00 44.20 2.21 44.20

〃 8103-4 8103-5 市道As 52.25 52.25 0.85 104.50 44.41 2.22 44.41

8100-1 +12.0ｍ 8100-1-7 市道As 8.00 8.00 0.85 16.00 6.80 0.34 6.80

〃 8100-1-7 8100-2-1 市道As 14.00 14.00 0.85 28.00 11.90 0.60 11.90

8100-2 8100-2-1 8100-2-2 市道As 18.00 18.00 0.85 36.00 15.30 0.77 15.30

〃 8100-2-2 8099-3-1 市道As 27.00 27.00 0.85 54.00 22.95 1.15 22.95

8099-2 +30.0ｍ 8099-2-6 Co舗装 13.00 13.00 0.85 0.85 26.00 11.05 1.11 11.05

〃 8099-2-6 8099-2-7 Co舗装 14.00 14.00 0.85 0.85 28.00 11.90 1.19 11.90

〃 8099-2-7 +6.7ｍ Co舗装 6.70 6.70 0.85 0.85 13.40 5.70 0.57 5.70

〃 +6.7ｍ 8110-1-1 市道As 1.55 1.55 0.85 3.10 1.32 0.07 1.32

258.50 258.50 67.40 449.60 28.65 191.08 2.87 9.57 28.65 191.08

258.50 258.50 67.40 449.60 28.65 191.08 2.87 9.57 28.65 191.08

路盤掘削舗装取壊し ガラ処分

⑨*③

本復旧

表層工

⑥*0.10 ⑨*③⑨*③

舗装種別

①*② ⑨*③①*2 ⑧*0.02 ⑨*③

付帯工（本管）計算表

①*②

掘削時

ｔ＝20cm以下

仮復旧工

舗装取壊し

Ｃｏ

①*2

合計

小計

①*②①*②①*② ①*② ④～⑧①*②

人　　孔

番　　号
ガラ処分

上流 Ａｓ下流

舗装切断

①*2



推進工 数量計算書 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（補助路線）

令和７年度　

公共下水道 汚水枝線（７-４工区）築造工事

（尾崎西分地区面整備）



推 進 工 数 量 計 算 書

（7-4工区・補助路線）



１．本管推進工（低耐荷力泥土圧方式）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



費目 工種

管路 管きょ工　(小口径管推進工法、管径200㎜、低耐荷力泥土圧方式)

先導体撤去工 箇所 5

ｽｸﾘｭｰｺﾝﾍﾞﾔ類撤去工 ｍ 151.00

先導体据付工 箇所 5

推進設備据換工 箇所 2

151.00

ｍ
3 5.6

1

ｍ

箇所

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

ｍ

箇所

式

推進用設備等設置撤去工

坑口

箇所

箇所

ｍ

本

ｍ

ｍ

ｍ
3

鏡切り

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管

箇所

発生土処理

16.0

3

5

10

10

5

151.00

151.00

5.6

3.2

154.15

157

仮設備工(小口径)

立坑内管布設工

管渠延長

推進用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管

低耐荷力推進工 推進用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管

掘削添加材注入工

発生土処分工

数　量

数　量　総　括　表

種　別 細　別 種　目 規　格 単位

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管布設工

推進工

滑材注入工

発生土受入費

　〃

　〃

坑口工

　〃

VPφ200 L=1.0ｍ/本

0.147kg/m

到達用

小型立坑

発進用

推進設備工

鏡切工

　〃

ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ

既設人孔用

軽量鋼矢板



ｍ 160.00

ｍ 154.15

ｍ 151.00

ｍ 3.15

本 157

ｍ 151.00

ｍ 151.00

ｍ 151.00

0.037 m3/m

ｍ3 5.58

59.75 12.00 52.75

59.75

54

発進・到達立坑

←

13

0.70

61

14.00

外径1.500

60.45

61.50

φ2000

81018103 8099-3

59.75

到達立坑

←

外径1.500

0.580.44 0.401.95

ｽｸﾘｭｺﾝﾍﾞｱ類撤去工

発生土処理
0.216^2（管外径）×π/4＝

φ1500 φ1500φ2000φ1500

管布設延長

φ2000

推進管本数

管 渠 延 長

種　　 　別

推 進 延 長

内径1.200

2号組立

(管渠延長÷1.0)

路 線 番 号

推 進 方 向

8101-1

発進立坑

外径2.000外径2.000

2号組立

2.21

管 渠 諸 元

立 坑 番 号

人 孔 形 状

立 坑 形 状

路 線 延 長

8103-5

内径0.900

1号組立

8103-6

内径1.200

8099-3-1

→
到達立坑 到達立坑

内径1.200

2号組立

←→
発進立坑

8101-2 8110-1-1

外径1.500

16.30

内径1.200

2号組立

外径2.000

12.50

内径1.200

2号組立

11.3012.80

54.50

12.00

0.80

17

17.50

15.7512.00 10.7552.75

15.75

摘要

VPφ200㎜

12

0.55

細別

推進用硬質塩化ビニール管　(低耐荷力泥土圧方式)

10.7552.75

53.30

数　量　計　算　書

合計

0.55

単位

0.55

滑材注入工
10.75 15.75

掘削添加材注入工
10.75 15.7559.75 12.00 52.75



種別

仮設備工(小口径)

　細別

　　種目

N= 5

×

箇所

箇所

箇所

箇所

ｍ

ｍ

箇所

ｍ

箇所

箇所

箇所

　　　　　　下水道用設計標準歩掛表 P.157 より

16.00箇所10ｍ/箇所

　呼び径φ200㎜　到達用

　呼び径φ200㎜　既設ﾏﾝﾎｰﾙ用

　小型立坑　ｔ=12～19㎜

スパン 鏡切工箇所数　計

5

5

3

2

16.0

5

先導体据付工

先導体撤去工

5

推進設備工

推進設備据換工

推進設備等設置撤去

計　　算　　式 数　量

数　量　計　算　書

単位

坑口工 10坑口工　計

低耐荷力泥土圧推進

1.6

　呼び径φ200㎜　発進用

鏡切工

鏡切工

= ｍ

10

1.6

箇所

　ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ　ｔ=2.7～3.0㎜

　軽量鋼矢板

1.6



２．小型立坑工（発進φ2000） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



費目 工種

管路 立坑工

市道車道As

4.94

立坑深 H=3.940m

0.90

ｍ溶接長

砂質土(N≦30)

6.3

ｍ

2.94

粘性土(5＜N≦30)

ｍ

砂質土(30＜N≦50)

ｍ

箇所 1

ｍ

ｍ

礫質土(30＜N≦50)

礫質土(N≦30)

ｍ

ｹｰｼﾝｸﾞ引上げ工

ｹｰｼﾝｸﾞ溶接工

圧入掘削積込工(φ2000以下) 粘性土(N≦5)

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去工

ｍ

箇所 1

11.72

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｹｰｼﾝｸﾞ切断長

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ打設工 ｍ3 3.10

圧入掘削設備

機械設置撤去工 回 1

機械退避・再設置工

泥水運搬処理

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料等

回

個 1刃先

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ存置

ｍ3

3.9

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ

1

路面覆工

回

流動化処理土

埋戻工

発生土処理工

改良土

泥水運搬費

泥水処分費

円形覆工板設置撤去工

上層路盤工（t=12cm）

式

埋戻土運搬工

覆工板賃料

7.29

2.61

ｍ3

2.61

仮復旧工 表層工（t=3cm） 再生粗粒度As

粒調砕石 ｍ2

ｍ2 2.61

0.855

ｍ 4.1

0.16

ｍ2

1

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ圧入掘削

掘削深≦9.0m

再生クラッシャラン

Asガラ処分工

下層路盤工（t=15cm）

8103-6

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

舗装取壊し復旧工 舗装切断工

数　量

ｍ 2.00

ｍ

8103-6

数　量　総　括　表

種　別 細　別 種　目 規　格 単位

φ2000mm

発進

ｍ3 1.2

ｍ2 3.14

ｍ3 1.2

ｍ3

舗装版取壊し工 As　t=5cm

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式

As　t=5cm

スクラップ

ｍ

ｔ

ｍ3

式

1

ｍ3 2.2

13.5

2.2



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

　立坑部Ａ　径Ｄ

＝

＝

H
4

H
5

t
3

t
2

舗装As厚 t= m m

　φ2000㎜以下

　呼び径Ｄ= 溶接長

　ｔ1=

　φ2000㎜以下

　撤去延長

　ｹｰｼﾝｸﾞ切断 L = π×2.00ｍ＋1.360×4 =

スクラップ W= ×

流出入管外径φ ＋ π/4 × × × 1

流出入管外径φ ＋ π/4 × × ×

流出入管外径φ ＋ π/4 × × × 2

発進

0.0942

A=π/4×2.024^2

掘削

5＜N≦30

土質

0.615

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去工

0.0942

粘性土 砂質土

ｍ 4.940

ｍ

ｔ

箇所

礫質土

ｍ/箇所

2.00 ｍ

3.22

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
根

入
長

厚= ㎜12

30＜N≦50

2.940

30＜N≦50

施
工

余
掘

ｍ23.14

6.3

N≦30N≦5

2.000

深さ

N≦30

0.90 ｍ

2000 ㎜

11.72

ｍ

ｍ

箇所

0.90

1.360

底
盤

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
厚

立
坑

深
　

H
1

掘削深≦9.0m

掘削用

埋戻用 A=π/4×2.000^2

0.05

範囲

216 0.316^2

0.214^2

0.265^2165

0.855

ｍ2

4.940

114

ｹｰｼﾝｸﾞ引上工

ｹｰｼﾝｸﾞ溶接工

　立坑形状

数　量

数　量　計　算　書

単位

N0. 8103-6 立坑

計　　算　　式

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ圧入掘削

圧入掘削積込み工

掘
削

深
　

H
2

圧入根入

舗装

中
間

及
び

最
終

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

先
頭

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

掘削深(舗装含む)=

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
長

　
H
3

仮
設

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

1

1.360

0.0942

▽底盤

1



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

　工程算定より

　呼び径Ｄ= ㎜用

㎜用

　呼び径Ｄ= ㎜用

　呼び径Ｄ= ㎜用

㎜用

処理泥水発生箇所　計

　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.448

ｍ3 1.2

ｍ3 1.2

箇所 1

1

円形覆工板損料 式 1

円形覆工板設置撤去工 回 12000

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ打設工

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ

数　量　計　算　書

計　　算　　式 単位 数　量

N0. 8103-6 立坑

圧入掘削設備

機械設置撤去工 回

3.1ｍ3

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ存置

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料等

2000

2000

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料

機械退避・再設置工 回

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ

2000刃先

路面覆工

泥水運搬費

泥水処分費

1式

4.10ｍ

個 1

2000

泥水運搬処理

　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.452



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

埋戻工（改良土）　計

　埋戻部 V= 3.14ｍ2×1.200ｍ =

　上部工 V= /2 ×

　直壁部 V= ×

埋戻工（流動化処理土）　計

　埋戻部 V= 3.14ｍ2×2.440ｍ =

　直壁部 V= ×

　管路部 V= × × 2

　管路部 V= × × 1

V= × - /

V=

市道車道As

As 5 ｃｍ 日推協　立坑編　2011改訂版　P83

+ ×ｔａｎ(22.5゜) × 8

π/4 ×

π/4 × ×

As 3 ｃｍ

π/4 × － × π/4

π/4 × － × π/4

0
.
0
5

0
.
2
5

改良土

1.40^2

機械投入埋戻工

-0.51

3.77

0.216^2

2.612.000^2

舗装版取壊し工

2.000^2 0.05

-1.09

ｍ3

埋戻土運搬工

Ａsガラ処分工

発生土処理工

埋戻工（改良土）

π/4×

φ216

ｍ2 2.610.820^2

仮復旧工　表層工

路盤工 ｍ2

舗装切断工

(2.00 0.20)

0.16

1.40^2)

π/4×

埋戻工（流動化処理土）

-0.02

2.2

2.2

0.490π/4×(0.82^2+

0.710

0.300

流
動
化
処
理
土

0
.
6
0

1.400 0
.
4
9
0

改
良
土

1
.
2
0
0

0
.
1
9
0

数　量　計　算　書

計　　算　　式

N0. 8103-6 立坑

単位 数　量

0.114^2

舗装取壊し復旧工

3
.
1
5
0

1.400

3
.
1
5
0

3
.
9
4
0

埋戻土運搬工

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ埋戻工

π/4×

発生土処理工

π/4×

2.000^2 ｍ2 3.14

ｍ3 13.5

7.29ｍ

-3.76

7.66 3.9

2
.
4
4
0

2.440

φ216

2.2

0.820^2

2.000^2

GL-1.5m

0.300

流動
化

処理

3
.
6
4
0

ｍ3

0.902.20

2.20

3.22 4.94

0.300 -0.01

3.9

1.40^2

φ114



工種

立坑工(機械退避再設置回数、鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式) 

　立坑部Ａ　径Ｄ

N = ( T1 ＋ T2 ＋ T3 ＋ T4 ＋ T5 ) ÷ 8

N = ( ＋ ＋ ＋ ＋ ) ÷ 8

N = 日

（1）機械設置撤去時間　T1

h

（2）圧入掘削積込み時間　T2

h

（3）ｹｰｼﾝｸﾞ溶接時間　T3

× = h

（4）底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ時間　T4

× = h

（5）ｹｰｼﾝｸﾞ引上時間　T5

× = hT5= ｹｰｼﾝｸﾞ引上長 0.9ｍ 0.5h 0.5

T4= 底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ量 3.1ｍ3 0.2h 0.6

0.6T3= 溶接延長 6.3ｍ 0.1h

6.3ｍ/箇所

4.2

1.0

1.0

掘削 時間施工時間

φ2000 ㎜以下

T2= 4.2

T1= 1.4

0.9

回

1.4 4.2 0.6 0.6 0.5

機械退避再設置回数 　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.449

2.00 ｍ 厚= 12 ㎜

工　程　算　定　表

種　別 計　　算　　式 単位 数　量

30＜N≦50

N≦30

計 4.940

1箇所

粘性土
N≦5 2.000

礫質土
30＜N≦50

N≦30 2.940 2.6

0.8 1.6

砂質土

5＜N≦30

0.9

0.8

0.9

土質

8103-6 　立坑形状発進立坑

機械退避・再設置工

範囲

N0.



費目 工種

管路 立坑工

下層路盤工（t=15cm） 再生クラッシャラン ｍ2 2.61

上層路盤工（t=12cm） 粒調砕石 ｍ2 2.61

仮復旧工 表層工（t=3cm） 再生粗粒度As ｍ2 2.61

Asガラ処分工 ｍ3 0.16

市道車道As 舗装版取壊し工 As　t=5cm ｍ2 3.14

舗装取壊し復旧工 舗装切断工 As　t=5cm ｍ 7.29

覆工板賃料 式 1

円形覆工板設置撤去工 回 1

路面覆工

埋戻土運搬工 ｍ3 2.1

発生土処理工 ｍ3 14.2

流動化処理土 ｍ3 4.2

埋戻工 改良土 ｍ3 2.1

泥水処分費 ｍ3 1.2

泥水運搬費 ｍ3 1.2

泥水運搬処理

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料等 式 1

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ ｍ 4.3

刃先 個 1

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ存置

機械退避・再設置工 回

機械設置撤去工 回 1

圧入掘削設備

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ打設工 ｍ3 3.10

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ

スクラップ ｔ 0.866

ｹｰｼﾝｸﾞ切断長 ｍ 11.74

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去工 箇所 1

ｹｰｼﾝｸﾞ引上げ工 ｍ 0.90

溶接長 ｍ 6.3

ｹｰｼﾝｸﾞ溶接工 箇所 1

礫質土(30＜N≦50) ｍ

礫質土(N≦30) ｍ

砂質土(30＜N≦50) ｍ

砂質土(N≦30) ｍ 3.14

掘削深≦9.0m 粘性土(5＜N≦30) ｍ

圧入掘削積込工(φ2000以下) 粘性土(N≦5) ｍ 2.00

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ圧入掘削 ｍ 5.14

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

8101-1

数　量　総　括　表

種　別 細　別 種　目 規　格 単位 数　量

φ2000mm

8101-1 発進 鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式 立坑深 H=4.137m



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

　立坑部Ａ　径Ｄ

＝

＝

H
4

H
5

t
3

t
2

舗装As厚 t= m m

　φ2000㎜以下

　呼び径Ｄ= 溶接長

　ｔ1=

　φ2000㎜以下

　撤去延長

　ｹｰｼﾝｸﾞ切断 L = π×2.00ｍ＋1.363×4 =

スクラップ W= ×

流出入管外径φ ＋ π/4 × × × 1

流出入管外径φ ＋ π/4 × × ×

流出入管外径φ ＋ π/4 × × × 2216 0.316^2 0.0942 ｔ 0.866

319 0.419^2 0.0942

165 0.265^2 0.0942

ｍ 11.74

1.363 0.615

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去工 箇所 1

ｍ 1.363

ｹｰｼﾝｸﾞ引上工 0.90 ｍ ｍ 0.90

ｹｰｼﾝｸﾞ溶接工 2000 ㎜ 6.3 ｍ/箇所 箇所

ｍ 5.137

1

深さ 掘削深≦9.0m

N≦30 30＜N≦50

掘削 2.000 3.137

範囲 N≦5 5＜N≦30 N≦30 30＜N≦50

圧入掘削積込み工

土質 粘性土 砂質土 礫質土

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ圧入掘削 0.05 掘削深(舗装含む)= 5.137

底
盤

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
厚

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
根

入
長

圧入根入

舗装

中
間

及
び

最
終

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

掘
削

深
　

H
2

立
坑

深
　

H
1

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
長

　
H
3

先
頭

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

▽底盤

埋戻用 A=π/4×2.000^2 3.14 ｍ2

仮
設

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

施
工

余
掘

掘削用 A=π/4×2.024^2 3.22 ｍ2

2.00 ｍ 厚= 12 ㎜

数　量　計　算　書

計　　算　　式 単位 数　量

N0. 8101-1 立坑 発進 　立坑形状



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

　工程算定より

　呼び径Ｄ= ㎜用

㎜用

　呼び径Ｄ= ㎜用

　呼び径Ｄ= ㎜用

㎜用

処理泥水発生箇所　計

泥水処分費 ｍ3 1.2

泥水運搬費 　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.452 ｍ3 1.2

泥水運搬処理 箇所 1

円形覆工板設置撤去工 2000 回 1

円形覆工板損料 2000 式 1

路面覆工

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料等

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料 2000 式 1

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ 2000 ｍ 4.30

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ存置

刃先 2000 個 1

機械退避・再設置工 回

機械設置撤去工 回 1

圧入掘削設備

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ打設工 　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.448 ｍ3 3.1

数　量　計　算　書

計　　算　　式 単位 数　量

N0. 8101-1 立坑



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

埋戻工（改良土）　計

　埋戻部 V= 3.14ｍ2×1.200ｍ =

　上部工 V= /2 ×

　直壁部 V= ×

埋戻工（流動化処理土）　計

　埋戻部 V= 3.14ｍ2×2.637ｍ =

　直壁部 V= ×

　管路部 V= × × 1

V= × × 2

V= × - /

V=

市道車道As

As 5 ｃｍ 日推協　立坑編　2011改訂版　P83

+ ×ｔａｎ(22.5゜) × 8

π/4 ×

π/4 × ×

As 3 ｃｍ

π/4 × － × π/4

π/4 × － × π/4路盤工 2.000^2 0.820^2 ｍ2 2.61

仮復旧工　表層工

2.000^2 0.820^2 ｍ2 2.61

ｍ2 3.14

Ａsガラ処分工 2.000^2 0.05 ｍ3 0.16

舗装版取壊し工 2.000^2

舗装取壊し復旧工

舗装切断工

(2.00 0.20) ｍ 7.29

ｍ3

14.2

埋戻土運搬工

2.1埋戻土運搬工 2.10

発生土処理工

発生土処理工 3.22 5.14 2.10 0.90 ｍ3

π/4×

π/4× 0.216^2 0.300 -0.02

π/4× 1.40^2 2.637 -4.06

0.165^2 0.300 -0.01

π/4×(0.82^2+

4.2

8.28 4.2

埋戻工（流動化処理土）

π/4× 1.40^2 0.813 -1.25

1.40^2) 0.387 -0.40

埋戻工（改良土） 2.1

3.77 2.1

機械投入埋戻工

φ165

0.300

φ216 φ216

4
.
1
3
7

3
.
4
5
0

1.400

流動
化

処理

流
動
化
処
理
土

2
.
6
3
7

GL-1.5m

3
.
4
5
0

3
.
8
3
7

1.400
0
.
4
5

0
.
2
5

改良土

0
.
3
8
7

1
.
2
0
0

改
良
土

N0. 8101-1 立坑

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ埋戻工

0
.
2
3
7

0
.
0
5

数　量　計　算　書

計　　算　　式 単位 数　量



工種

立坑工(機械退避再設置回数、鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式) 

　立坑部Ａ　径Ｄ

N = ( T1 ＋ T2 ＋ T3 ＋ T4 ＋ T5 ) ÷ 8

N = ( ＋ ＋ ＋ ＋ ) ÷ 8

N = 日

（1）機械設置撤去時間　T1

h

（2）圧入掘削積込み時間　T2

h

（3）ｹｰｼﾝｸﾞ溶接時間　T3

× = h

（4）底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ時間　T4

× = h

（5）ｹｰｼﾝｸﾞ引上時間　T5

× = hT5= ｹｰｼﾝｸﾞ引上長 0.9ｍ 0.5h 0.5

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ量 3.1ｍ3 0.2h 0.6T4=

T3= 溶接延長 6.3ｍ 0.1h 0.6

計

1箇所 6.3ｍ/箇所

5.137 4.4

礫質土
N≦30 1.0

30＜N≦50 1.0

30＜N≦50 0.9
砂質土

N≦30 3.137 0.9 2.8

5＜N≦30 0.8

時間

粘性土
N≦5 2.000 0.8 1.6

φ2000 ㎜以下

土質 範囲 掘削 施工時間

T2= 4.4

T1= 1.4

0.9

機械退避・再設置工 回

1.4 4.4 0.6 0.6 0.5

機械退避再設置回数 　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.449

2.00 ｍ 厚= 12 ㎜

N0. 8101-1 発進立坑 　立坑形状

工　程　算　定　表

種　別 計　　算　　式 単位 数　量



費目 工種

管路 立坑工

φ2000mm

8099-3-1 発進 鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式 立坑深 H=4.499m

数　量　総　括　表

種　別 細　別 種　目 規　格 単位 数　量

8099-3-1

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ圧入掘削 ｍ 5.50

圧入掘削積込工(φ2000以下) 粘性土(N≦5) ｍ 1.55

掘削深≦9.0m 粘性土(5＜N≦30) ｍ

砂質土(N≦30) ｍ 3.95

砂質土(30＜N≦50) ｍ

礫質土(N≦30) ｍ

礫質土(30＜N≦50) ｍ

ｹｰｼﾝｸﾞ溶接工 箇所 1

溶接長 ｍ 6.3

ｹｰｼﾝｸﾞ引上げ工 ｍ 0.90

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去工 箇所 1

ｹｰｼﾝｸﾞ切断長 ｍ 11.89

スクラップ ｔ 0.876

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ打設工 ｍ3 3.10

圧入掘削設備

機械設置撤去工 回 1

機械退避・再設置工 回 1

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ存置

刃先 個 1

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ ｍ 4.7

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料等 式 1

泥水運搬処理

泥水運搬費 ｍ3 1.2

泥水処分費 ｍ3 1.2

埋戻工 改良土 ｍ3 2.2

流動化処理土 ｍ3 4.8

発生土処理工 ｍ3 15.3

埋戻土運搬工 ｍ3 2.2

路面覆工

円形覆工板設置撤去工 回 1

覆工板賃料 式 1

舗装取壊し復旧工 舗装切断工 As　t=5cm ｍ 7.29

市道車道As 舗装版取壊し工 As　t=5cm ｍ2 3.14

Asガラ処分工 ｍ3 0.16

仮復旧工 表層工（t=3cm） 再生粗粒度As ｍ2 2.61

上層路盤工（t=12cm） 粒調砕石 ｍ2 2.61

下層路盤工（t=15cm） 再生クラッシャラン ｍ2 2.61



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

　立坑部Ａ　径Ｄ

＝

＝

H
4

H
5

t
3

t
2

舗装As厚 t= m m

　φ2000㎜以下

　呼び径Ｄ= 溶接長

　ｔ1=

　φ2000㎜以下

　撤去延長

　ｹｰｼﾝｸﾞ切断 L = π×2.00ｍ＋1.401×4 =

スクラップ W= ×

流出入管外径φ ＋ π/4 × × ×

流出入管外径φ ＋ π/4 × × ×

流出入管外径φ ＋ π/4 × × × 2

数　量　計　算　書

計　　算　　式 単位 数　量

N0. 8099-3-1 立坑 発進 　立坑形状

2.00 ｍ 厚= 12 ㎜

掘削用 A=π/4×2.024^2 3.22 ｍ2

埋戻用 A=π/4×2.000^2 3.14 ｍ2

仮
設

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

施
工

余
掘

舗装

中
間

及
び

最
終

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

掘
削

深
　

H
2

立
坑

深
　

H
1

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
長

　
H
3

先
頭

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

▽底盤

底
盤

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
厚

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
根

入
長

圧入根入

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ圧入掘削 0.05 掘削深(舗装含む)= 5.499

30＜N≦50

圧入掘削積込み工

土質 粘性土 砂質土 礫質土

掘削 1.549 3.950

範囲 N≦5 5＜N≦30 N≦30

深さ 掘削深≦9.0m

N≦30 30＜N≦50

箇所

ｍ 5.499

1

ｹｰｼﾝｸﾞ引上工 0.90 ｍ ｍ 0.90

ｹｰｼﾝｸﾞ溶接工 2000 ㎜ 6.3 ｍ/箇所

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去工 箇所 1

ｍ 1.401

ｍ 11.89

1.401 0.615

114 0.214^2 0.0942

165 0.265^2 0.0942

216 0.316^2 0.0942 ｔ 0.876



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

　工程算定より

　呼び径Ｄ= ㎜用

㎜用

　呼び径Ｄ= ㎜用

　呼び径Ｄ= ㎜用

㎜用

処理泥水発生箇所　計

数　量　計　算　書

計　　算　　式 単位 数　量

N0. 8099-3-1 立坑

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ打設工 　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.448 ｍ3 3.1

圧入掘削設備

機械設置撤去工 回 1

機械退避・再設置工 回 1

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ存置

刃先 2000 個 1

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ 2000 ｍ 4.70

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料等

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料 2000 式 1

路面覆工

円形覆工板設置撤去工 2000 回 1

円形覆工板損料 2000 式 1

泥水運搬処理 箇所 1

泥水運搬費 　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.452 ｍ3 1.2

泥水処分費 ｍ3 1.2



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

埋戻工（改良土）　計

　埋戻部 V= 3.14ｍ2×1.200ｍ =

　上部工 V= /2 ×

　直壁部 V= ×

埋戻工（流動化処理土）　計

　埋戻部 V= 3.14ｍ2×2.999ｍ =

　直壁部 V= ×

　管路部 V= × × 2

V= × × 1

V= × - /

V=

市道車道As

As 5 ｃｍ 日推協　立坑編　2011改訂版　P83

+ ×ｔａｎ(22.5゜) × 8

π/4 ×

π/4 × ×

As 3 ｃｍ

π/4 × － × π/4

π/4 × － × π/4

数　量　計　算　書

計　　算　　式 単位 数　量

N0. 8099-3-1 立坑

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ埋戻工

0
.
2
9
9

0
.
0
5

0
.
4
5

0
.
2
5

改良土

0
.
4
4
9

1
.
2
0
0

改
良
土

1.400

GL-1.5m

3
.
7
5
0

4
.
1
9
9

流動
化

処理

流
動
化
処
理
土

2
.
9
9
9

φ165

4
.
4
9
9

3
.
7
5
0

1.400

0.300

φ216 φ216

機械投入埋戻工

埋戻工（改良土） 2.2

3.77 2.2

1.40^2 0.751 -1.16

1.40^2) 0.449 -0.46π/4×(0.82^2+

4.8

9.42 4.8

埋戻工（流動化処理土）

π/4×

π/4× 1.40^2 2.999 -4.62

0.216^2 0.300 -0.02

π/4× 0.165^2 0.300 -0.01

0.90 ｍ3

π/4×

埋戻土運搬工 2.20

発生土処理工

発生土処理工 3.22 5.50 2.20

ｍ3

15.3

埋戻土運搬工

2.2

舗装取壊し復旧工

舗装切断工

(2.00 0.20) ｍ 7.29

ｍ2 3.14

Ａsガラ処分工 2.000^2 0.05 ｍ3 0.16

舗装版取壊し工 2.000^2

仮復旧工　表層工

2.000^2 0.820^2 ｍ2 2.61

路盤工 2.000^2 0.820^2 ｍ2 2.61



工種

立坑工(機械退避再設置回数、鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式) 

　立坑部Ａ　径Ｄ

N = ( T1 ＋ T2 ＋ T3 ＋ T4 ＋ T5 ) ÷ 8

N = ( ＋ ＋ ＋ ＋ ) ÷ 8

N = 日

（1）機械設置撤去時間　T1

h

（2）圧入掘削積込み時間　T2

h

（3）ｹｰｼﾝｸﾞ溶接時間　T3

× = h

（4）底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ時間　T4

× = h

（5）ｹｰｼﾝｸﾞ引上時間　T5

× = h

工　程　算　定　表

種　別 計　　算　　式 単位 数　量

2.00 ｍ 厚= 12 ㎜

N0. 8099-3-1 発進立坑 　立坑形状

機械退避再設置回数 　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.449

機械退避・再設置工 回 1

1.4 4.8 0.6 0.6 0.5

1.0

T1= 1.4

T2= 4.8

φ2000 ㎜以下

土質 範囲 掘削 施工時間 時間

粘性土
N≦5 1.549 0.8 1.2

5＜N≦30 0.8

砂質土
N≦30 3.950 0.9 3.6

30＜N≦50 1.0

30＜N≦50 0.9

5.499 4.8

礫質土
N≦30 1.0

計

1箇所 6.3ｍ/箇所

T3= 溶接延長 6.3ｍ 0.1h 0.6

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ量 3.1ｍ3 0.2h 0.6T4=

T5= ｹｰｼﾝｸﾞ引上長 0.9ｍ 0.5h 0.5



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．小型立坑工（到達φ1500） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



費目 工種

管路 立坑工

1

ｍ3 1.2

6.6

1.2

As　t=5cm

スクラップ

ｍ

ｔ

ｍ3

式

舗装版取壊し工 As　t=5cm

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式

φ1500mm

到達

ｍ3 0.7

ｍ2 1.77

ｍ3 0.7

ｍ3

8103-5

数　量　総　括　表

種　別 細　別 種　目 規　格 単位 数　量

ｍ 1.91

ｍ

8103-5

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

舗装取壊し復旧工 舗装切断工

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ圧入掘削

掘削深≦9.0m

再生クラッシャラン

Asガラ処分工

下層路盤工（t=15cm） ｍ2 1.24

0.681

ｍ 3.6

0.09

ｍ2

1

5.63

1.24

ｍ3

1.24

仮復旧工 表層工（t=3cm） 再生粗粒度As

粒調砕石 ｍ2上層路盤工（t=12cm）

式

埋戻土運搬工

覆工板賃料

円形覆工板設置撤去工

泥水運搬費

泥水処分費

流動化処理土

埋戻工

発生土処理工

改良土

1

路面覆工

回

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ存置

ｍ3

1.7

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ

回

個 1刃先

泥水運搬処理

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料等

機械退避・再設置工

機械設置撤去工 回 1

ｍ3 1.80

圧入掘削設備

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｹｰｼﾝｸﾞ切断長

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ打設工

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去工

ｍ

箇所 1

10.49

圧入掘削積込工(φ2000以下) 粘性土(N≦5)

ｹｰｼﾝｸﾞ引上げ工

ｹｰｼﾝｸﾞ溶接工 1

ｍ

ｍ

礫質土(30＜N≦50)

礫質土(N≦30)

ｍ

ｍ

2.45

粘性土(5＜N≦30)

ｍ

砂質土(30＜N≦50)

ｍ

箇所

市道車道As

4.36

立坑深 H=3.355m

0.90

ｍ溶接長

砂質土(N≦30)

4.7



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

　立坑部Ａ　径Ｄ

＝

＝

H
4

H
5

t
3

t
2

舗装As厚 t= m m

　φ2000㎜以下

　呼び径Ｄ= 溶接長

　ｔ1=

　φ2000㎜以下

　撤去延長

　ｹｰｼﾝｸﾞ切断 L = π×1.50ｍ＋1.445×4 =

スクラップ W= ×

流出入管外径φ ＋ π/4 × × ×

流出入管外径φ ＋ π/4 × × ×

流出入管外径φ ＋ π/4 × × × 1

1.445

0.0942

▽底盤

1

中
間

及
び

最
終

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

先
頭

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

掘削深(舗装含む)=

仮
設

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
長

　
H
3

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ圧入掘削

圧入掘削積込み工

掘
削

深
　

H
2

圧入根入

舗装

数　量

数　量　計　算　書

単位

N0. 8103-5 立坑

計　　算　　式

　立坑形状

ｹｰｼﾝｸﾞ引上工

ｹｰｼﾝｸﾞ溶接工

ｍ2

4.355

114

0.681216 0.316^2

0.214^2

底
盤

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
厚

立
坑

深
　

H
1

掘削深≦9.0m

掘削用

埋戻用 A=π/4×1.500^2

0.05

範囲

1

10.49

ｍ

ｍ

箇所

0.90

1.445

1500 ㎜

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去工

4.7

N≦30N≦5

1.905

深さ

N≦30

0.90 ｍ

12

30＜N≦50

2.450

30＜N≦50

施
工

余
掘

ｍ21.77

ｍ/箇所

1.50 ｍ

1.82

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
根

入
長

厚= ㎜

礫質土

ｍ 4.355

ｍ

ｔ

箇所

土質 粘性土 砂質土

0.466

到達

0.0942

A=π/4×1.524^2

掘削

5＜N≦30

0.265^2 0.0942165



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

　工程算定より

　呼び径Ｄ= ㎜用

㎜用

　呼び径Ｄ= ㎜用

　呼び径Ｄ= ㎜用

㎜用

処理泥水発生箇所　計

　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.452

1500

泥水運搬処理

1

3.60ｍ

個

1式

箇所 1

泥水運搬費

泥水処分費

路面覆工

機械退避・再設置工 回

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ

1500刃先

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料等

1500

1500

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ存置

ｍ3

圧入掘削設備

機械設置撤去工 回

1.8

N0. 8103-5 立坑

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ打設工

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ

数　量　計　算　書

計　　算　　式 単位 数　量

1

円形覆工板損料 式 1

円形覆工板設置撤去工 回 11500

ｍ3 0.7

ｍ3 0.7

　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.448



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

埋戻工（改良土）　計

　埋戻部 V= 1.77ｍ2×1.200ｍ =

　上部工 V= /2 ×

　直壁部 V= ×

埋戻工（流動化処理土）　計

　埋戻部 V= 1.77ｍ2×1.855ｍ =

　直壁部 V= ×

　管路部 V= × × 1

V= × × 1

V= × - /

V=

市道車道As

As 5 ｃｍ 日推協　立坑編　2011改訂版　P83

+ ×ｔａｎ(22.5゜) × 8

π/4 ×

π/4 × ×

As 3 ｃｍ

π/4 × － ×π/4

π/4 × － ×π/4

1.20

1.20 ｍ3

0.90

1.2

0.820^2

1.500^2

GL-1.5m

0.225

0.225

流動
化

処理

3
.
0
5
5

π/4×

1
.
8
5
5

3
.
3
5
5

1.855

流
動
化
処
理
土

1.7

1.05^2 -1.61

3.28 1.7

1.500^2 ｍ2 1.77

ｍ3 6.6

5.63ｍ

舗装取壊し復旧工

2
.
5
3
0

1.050

2
.
5
3
0

改良土
0
.
2
2
5

埋戻土運搬工

1.82 4.36

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ埋戻工

舗装切断工

(1.50 0.20)

π/4× 0.165^2

π/4×

発生土処理工

0.216^2

単位 数　量

数　量　計　算　書

計　　算　　式

N0. 8103-5 立坑

0
.
0
5

0
.
6
0

0
.
2
5

0
.
5
2
5

-0.37

2.12
改
良
土

1
.
2
0
0

1.050

0.225

φ216

1.2

1.2

0.525π/4×(0.82^2+ 1.05^2)

π/4×

埋戻工（流動化処理土）

-0.01

-0.58

-0.01

路盤工 ｍ2

0.675

0.09

ｍ2 1.240.820^2

仮復旧工　表層工

埋戻土運搬工

Ａsガラ処分工

発生土処理工

埋戻工（改良土）

機械投入埋戻工

φ165

1.241.500^2

舗装版取壊し工

1.500^2 0.05 ｍ3

1.05^2



工種

立坑工(機械退避再設置回数、鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式) 

　立坑部Ａ　径Ｄ

N = ( T1 ＋ T2 ＋ T3 ＋ T4 ＋ T5 ) ÷ 8

N = ( ＋ ＋ ＋ ＋ ) ÷ 8

N = 日

（1）機械設置撤去時間　T1

h

（2）圧入掘削積込み時間　T2

h

（3）ｹｰｼﾝｸﾞ溶接時間　T3

× = h

（4）底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ時間　T4

× = h

（5）ｹｰｼﾝｸﾞ引上時間　T5

× = h

土質

8103-5 　立坑形状到達立坑

機械退避・再設置工

範囲

N0.

2.2

0.8 1.5

砂質土

5＜N≦30

0.9

0.8

0.9

粘性土
N≦5 1.905

礫質土
30＜N≦50

N≦30 2.450

30＜N≦50

N≦30

計 4.355

1箇所

工　程　算　定　表

種　別 計　　算　　式 単位 数　量

1.50 ｍ 厚= 12 ㎜

機械退避再設置回数 　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.449

回

1.4 3.7 0.5 0.4 0.5

0.8

T1= 1.4

T2= 3.7

φ2000 ㎜以下

掘削 時間施工時間

1.0

1.0

3.7

4.7ｍ/箇所

0.5T3= 溶接延長 4.7ｍ 0.1h

T4= 底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ量 1.8ｍ3 0.2h 0.4

T5= ｹｰｼﾝｸﾞ引上長 0.9ｍ 0.5h 0.5



費目 工種

管路 立坑工

φ1500mm

8101-2 到達 鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式 立坑深 H=4.346m

数　量　総　括　表

種　別 細　別 種　目 規　格 単位 数　量

8101-2

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ圧入掘削 ｍ 5.35

圧入掘削積込工(φ2000以下) 粘性土(N≦5) ｍ 1.50

掘削深≦9.0m 粘性土(5＜N≦30) ｍ

砂質土(N≦30) ｍ 3.85

砂質土(30＜N≦50) ｍ

礫質土(N≦30) ｍ

礫質土(30＜N≦50) ｍ

ｹｰｼﾝｸﾞ溶接工 箇所 1

溶接長 ｍ 4.7

ｹｰｼﾝｸﾞ引上げ工 ｍ 0.90

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去工 箇所 1

ｹｰｼﾝｸﾞ切断長 ｍ 10.13

スクラップ ｔ 0.653

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ打設工 ｍ3 1.80

圧入掘削設備

機械設置撤去工 回 1

機械退避・再設置工 回

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ存置

刃先 個 1

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ ｍ 4.5

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料等 式 1

泥水運搬処理

泥水運搬費 ｍ3 0.7

泥水処分費 ｍ3 0.7

埋戻工 改良土 ｍ3 0.6

流動化処理土 ｍ3 0.6

発生土処理工 ｍ3 9.1

埋戻土運搬工 ｍ3 0.6

路面覆工

円形覆工板設置撤去工 回 1

覆工板賃料 式 1

舗装取壊し復旧工 舗装切断工 As　t=5cm ｍ 5.63

市道車道As 舗装版取壊し工 As　t=5cm ｍ2 1.77

Asガラ処分工 ｍ3 0.09

仮復旧工 表層工（t=3cm） 再生粗粒度As ｍ2 1.24

上層路盤工（t=12cm） 粒調砕石 ｍ2 1.24

下層路盤工（t=15cm） 再生クラッシャラン ｍ2 1.24



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

　立坑部Ａ　径Ｄ

＝

＝

H
4

H
5

t
3

t
2

舗装As厚 t= m m

　φ2000㎜以下

　呼び径Ｄ= 溶接長

　ｔ1=

　φ2000㎜以下

　撤去延長

　ｹｰｼﾝｸﾞ切断 L = π×1.50ｍ＋1.354×4 =

スクラップ W= ×

流出入管外径φ ＋ π/4 × × × 2

流出入管外径φ ＋ π/4 × × ×

流出入管外径φ ＋ π/4 × × × 2

数　量　計　算　書

計　　算　　式 単位 数　量

N0. 8101-2 立坑

1.50 ｍ 厚= 12 ㎜

仮
設

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

到達 　立坑形状

掘削用 A=π/4×1.524^2 1.82 ｍ2

埋戻用 A=π/4×1.500^2 1.77 ｍ2

施
工

余
掘

舗装

中
間

及
び

最
終

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

掘
削

深
　

H
2

立
坑

深
　

H
1

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
長

　
H
3

先
頭

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

▽底盤

底
盤

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
厚

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
根

入
長

圧入根入

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ圧入掘削 0.05 掘削深(舗装含む)= 5.346

30＜N≦50

圧入掘削積込み工

土質 粘性土 砂質土 礫質土

掘削 1.500 3.846

範囲 N≦5 5＜N≦30 N≦30

深さ 掘削深≦9.0m

N≦30 30＜N≦50

箇所

ｍ 5.346

1

ｹｰｼﾝｸﾞ引上工 0.90 ｍ ｍ 0.90

ｹｰｼﾝｸﾞ溶接工 1500 ㎜ 4.7 ｍ/箇所

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去工 箇所 1

ｍ 1.354

ｍ 10.13

1.354 0.466

114 0.214^2 0.0942

165 0.265^2 0.0942

216 0.316^2 0.0942 ｔ 0.653



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

　工程算定より

　呼び径Ｄ= ㎜用

㎜用

　呼び径Ｄ= ㎜用

　呼び径Ｄ= ㎜用

㎜用

処理泥水発生箇所　計

数　量　計　算　書

計　　算　　式 単位 数　量

N0. 8101-2 立坑

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ打設工 　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.448 ｍ3 1.8

圧入掘削設備

機械設置撤去工 回 1

機械退避・再設置工 回

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ存置

刃先 1500 個 1

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ 1500 ｍ 4.50

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料等

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料 1500 式 1

路面覆工

円形覆工板設置撤去工 1500 回 1

円形覆工板損料 1500 式 1

泥水運搬処理 箇所 1

泥水運搬費 　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.452 ｍ3 0.7

泥水処分費 ｍ3 0.7



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

埋戻工（改良土）　計

　埋戻部 V= 1.77ｍ2×1.200ｍ =

　上部工 V= /2 ×

　直壁部 V= ×

　管路部 V= × × 1

埋戻工（流動化処理土）　計

　埋戻部 V= 1.77ｍ2×2.846ｍ =

　直壁部 V= ×

　管路部 V= × × 2

V= × × 1

V= × - /

V=

市道車道As

As 5 ｃｍ 日推協　立坑編　2011改訂版　P83

+ ×ｔａｎ(22.5゜) × 8

π/4 ×

π/4 × ×

As 3 ｃｍ

π/4 × － ×π/4

π/4 × － ×π/4

π/4× 0.114^2 0.050 -0.01

数　量　計　算　書

計　　算　　式 単位 数　量

N0. 8101-2 立坑

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ埋戻工

0
.
2
9
6

0
.
0
5

0
.
6
0

0
.
2
5

改良土

0
.
5
9
6

1
.
2
0
0

改
良
土

1.400

GL-1.5m

3
.
4
5
0

4
.
0
4
6

流
動
化
処
理
土

2
.
8
4
6

φ114

4
.
3
4
6

3
.
4
5
0

1.400

流動
化

処理

φ216 φ216

φ114

0.050

機械投入埋戻工

埋戻工（改良土） 0.6

2.12 0.6

1.40^2 0.604 -0.93

1.40^2) 0.596 -0.62π/4×(0.82^2+

0.6

5.04 0.6

埋戻工（流動化処理土）

π/4×

0.216^2 0.050 -0.01

-0.01

π/4× 1.40^2 2.846 -4.38

0.90 ｍ3

π/4×

π/4× 0.114^2 0.050

埋戻土運搬工 0.60

発生土処理工

発生土処理工 1.82 5.35 0.60

ｍ3

9.1

埋戻土運搬工

0.6

舗装取壊し復旧工

舗装切断工

(1.50 0.20) ｍ 5.63

ｍ2 1.77

Ａsガラ処分工 1.500^2 0.05 ｍ3 0.09

舗装版取壊し工 1.500^2

仮復旧工　表層工

1.500^2 0.820^2 ｍ2 1.24

路盤工 1.500^2 0.820^2 ｍ2 1.24



工種

立坑工(機械退避再設置回数、鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式) 

　立坑部Ａ　径Ｄ

N = ( T1 ＋ T2 ＋ T3 ＋ T4 ＋ T5 ) ÷ 8

N = ( ＋ ＋ ＋ ＋ ) ÷ 8

N = 日

（1）機械設置撤去時間　T1

h

（2）圧入掘削積込み時間　T2

h

（3）ｹｰｼﾝｸﾞ溶接時間　T3

× = h

（4）底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ時間　T4

× = h

（5）ｹｰｼﾝｸﾞ引上時間　T5

× = h

工　程　算　定　表

種　別 計　　算　　式 単位 数　量

1.50 ｍ 厚= 12 ㎜

N0. 8101-2 到達立坑 　立坑形状

機械退避再設置回数 　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.449

機械退避・再設置工 回

1.4 4.7 0.5 0.4 0.5

0.9

T1= 1.4

T2= 4.7

φ2000 ㎜以下

土質 範囲 掘削 施工時間 時間

粘性土
N≦5 1.500 0.8 1.2

5＜N≦30 0.8

砂質土
N≦30 3.846 0.9 3.5

30＜N≦50 1.0

30＜N≦50 0.9

5.346 4.7

礫質土
N≦30 1.0

計

1箇所 4.7ｍ/箇所

T3= 溶接延長 4.7ｍ 0.1h 0.5

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ量 1.8ｍ3 0.2h 0.4T4=

T5= ｹｰｼﾝｸﾞ引上長 0.9ｍ 0.5h 0.5



費目 工種

管路 立坑工

下層路盤工（t=15cm） 再生クラッシャラン ｍ2 0.75

上層路盤工（t=12cm） 粒調砕石 ｍ2 0.75

仮復旧工 表層工（t=3cm） 再生粗粒度As ｍ2 0.75

Asガラ処分工 ｍ3 0.09

市道車道As 舗装版取壊し工 As　t=5cm ｍ2 1.77

舗装取壊し復旧工 舗装切断工 As　t=5cm ｍ 5.63

覆工板賃料 式 1

円形覆工板設置撤去工 回 1

路面覆工

埋戻土運搬工 ｍ3 0.6

発生土処理工 ｍ3 11.1

流動化処理土 ｍ3 1.9

埋戻工 改良土 ｍ3 0.6

泥水処分費 ｍ3 0.7

泥水運搬費 ｍ3 0.7

泥水運搬処理

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料等 式 1

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ ｍ 5.7

刃先 個 1

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ存置

機械退避・再設置工 回 1

機械設置撤去工 回 1

圧入掘削設備

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ打設工 ｍ3 1.80

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ

スクラップ ｔ 0.669

ｹｰｼﾝｸﾞ切断長 ｍ 10.36

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去工 箇所 1

ｹｰｼﾝｸﾞ引上げ工 ｍ 0.90

溶接長 ｍ 4.7

ｹｰｼﾝｸﾞ溶接工 箇所 1

礫質土(30＜N≦50) ｍ

礫質土(N≦30) ｍ

砂質土(30＜N≦50) ｍ

砂質土(N≦30) ｍ 3.95

掘削深≦9.0m 粘性土(5＜N≦30) ｍ

圧入掘削積込工(φ2000以下) 粘性土(N≦5) ｍ 2.54

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ圧入掘削 ｍ 6.49

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

8110-1-1

数　量　総　括　表

種　別 細　別 種　目 規　格 単位 数　量

φ1500mm

8110-1-1 到達 鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式 立坑深 H=5.487m



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

　立坑部Ａ　径Ｄ

＝

＝

H
4

H
5

t
3

t
2

舗装As厚 t= m m

　φ2000㎜以下

　呼び径Ｄ= 溶接長

　ｔ1=

　φ2000㎜以下

　撤去延長

　ｹｰｼﾝｸﾞ切断 L = π×1.50ｍ＋1.413×4 =

スクラップ W= ×

流出入管外径φ ＋ π/4 × × × 1

流出入管外径φ ＋ π/4 × × ×

流出入管外径φ ＋ π/4 × × × 1216 0.316^2 0.0942 ｔ 0.669

114 0.214^2 0.0942

165 0.265^2 0.0942

ｍ 10.36

1.413 0.466

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去工 箇所 1

ｍ 1.413

ｹｰｼﾝｸﾞ引上工 0.90 ｍ ｍ 0.90

ｹｰｼﾝｸﾞ溶接工 1500 ㎜ 4.7 ｍ/箇所 箇所

ｍ 6.487

1

深さ 掘削深≦9.0m

N≦30 30＜N≦50

掘削 2.537 3.950

範囲 N≦5 5＜N≦30 N≦30 30＜N≦50

圧入掘削積込み工

土質 粘性土 砂質土 礫質土

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ圧入掘削 0.05 掘削深(舗装含む)= 6.487

底
盤

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
厚

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
根

入
長

圧入根入

舗装

中
間

及
び

最
終

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

掘
削

深
　

H
2

立
坑

深
　

H
1

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
長

　
H
3

先
頭

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

▽底盤

埋戻用 A=π/4×1.500^2 1.77 ｍ2

仮
設

ｹ
ｰ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ

施
工

余
掘

掘削用 A=π/4×1.524^2 1.82 ｍ2

1.50 ｍ 厚= 12 ㎜

数　量　計　算　書

計　　算　　式 単位 数　量

N0. 8110-1-1 立坑 到達 　立坑形状



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

　工程算定より

　呼び径Ｄ= ㎜用

㎜用

　呼び径Ｄ= ㎜用

　呼び径Ｄ= ㎜用

㎜用

処理泥水発生箇所　計

泥水処分費 ｍ3 0.7

泥水運搬費 　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.452 ｍ3 0.7

泥水運搬処理 箇所 1

円形覆工板設置撤去工 1500 回 1

円形覆工板損料 1500 式 1

路面覆工

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料等

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ損料 1500 式 1

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ 1500 ｍ 5.70

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ存置

刃先 1500 個 1

機械退避・再設置工 回 1

機械設置撤去工 回 1

圧入掘削設備

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ打設工 　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.448 ｍ3 1.8

数　量　計　算　書

計　　算　　式 単位 数　量

N0. 8110-1-1 立坑



種別

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式土留工及び土工

　細別

　　種目

埋戻工（改良土）　計

　埋戻部 V= 1.77ｍ2×1.200ｍ =

　上部工 V= ×

　直壁部 V= ×

埋戻工（流動化処理土）　計

　埋戻部 V= 1.77ｍ2×3.987ｍ =

　直壁部 V= ×

　管路部 V= × × 1

V= × × 2

V= × × 1

V= × - /

V=

市道車道As

As 5 ｃｍ 日推協　立坑編　2011改訂版　P83

+ ×ｔａｎ(22.5゜) × 8

π/4 ×

π/4 × ×

As 3 ｃｍ

π/4 × － ×π/4

π/4 × － ×π/4路盤工 1.500^2 1.140^2 ｍ2 0.75

仮復旧工　表層工

1.500^2 1.140^2 ｍ2 0.75

ｍ2 1.77

Ａsガラ処分工 1.500^2 0.05 ｍ3 0.09

舗装版取壊し工 1.500^2

舗装取壊し復旧工

舗装切断工

(1.50 0.20) ｍ 5.63

ｍ3

11.1

埋戻土運搬工

0.6埋戻土運搬工 0.60

発生土処理工

発生土処理工 1.82 6.49 0.60 0.90 ｍ3

π/4×

π/4× 0.216^2 0.110 -0.01

π/4× 0.165^2 0.110 -0.01

π/4× 1.28^2 3.987 -5.13

0.114^2 0.110 -0.01

π/4× 1.14^2

1.9

7.06 1.9

埋戻工（流動化処理土）

π/4× 1.28^2 1.033 -1.33

-0.170.167

埋戻工（改良土） 0.6

2.12 0.6

機械投入埋戻工

0.110

φ216 φ165

φ114

5
.
4
8
7

5
.
0
2
0

1.280

流動
化

処理

流
動
化
処
理
土

3
.
9
8
7

φ165

GL-1.5m

5
.
0
2
0

5
.
1
8
7

0
.
2
5

改良土

0
.
1
6
7

1
.
2
0
0

改
良
土

1.280
0
.
4
6
7

N0. 8110-1-1 立坑

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ埋戻工

0
.
0
5

数　量　計　算　書

計　　算　　式 単位 数　量



工種

立坑工(機械退避再設置回数、鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式) 

　立坑部Ａ　径Ｄ

N = ( T1 ＋ T2 ＋ T3 ＋ T4 ＋ T5 ) ÷ 8

N = ( ＋ ＋ ＋ ＋ ) ÷ 8

N = 日

（1）機械設置撤去時間　T1

h

（2）圧入掘削積込み時間　T2

h

（3）ｹｰｼﾝｸﾞ溶接時間　T3

× = h

（4）底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ時間　T4

× = h

（5）ｹｰｼﾝｸﾞ引上時間　T5

× = hT5= ｹｰｼﾝｸﾞ引上長 0.9ｍ 0.5h 0.5

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ量 1.8ｍ3 0.2h 0.4T4=

T3= 溶接延長 4.7ｍ 0.1h 0.5

計

1箇所 4.7ｍ/箇所

6.487 5.6

礫質土
N≦30 1.0

30＜N≦50 1.0

30＜N≦50 0.9
砂質土

N≦30 3.950 0.9 3.6

5＜N≦30 0.8

時間

粘性土
N≦5 2.537 0.8 2.0

φ2000 ㎜以下

土質 範囲 掘削 施工時間

T2= 5.6

T1= 1.4

1.1

機械退避・再設置工 回 1

1.4 5.6 0.5 0.4 0.5

機械退避再設置回数 　令和6年度下水道用設計標準歩掛表 P.449

1.50 ｍ 厚= 12 ㎜

N0. 8110-1-1 到達立坑 　立坑形状

工　程　算　定　表

種　別 計　　算　　式 単位 数　量



４．薬 液 注 入 工 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



削  孔  長 （ｍ） 総注入量 １本当り施工 １日当り施工 注入本数 施工日数

粘性土 砂質土 礫質土 合 計 粘性土 砂質土 礫質土 合 計 溶 液 懸 濁 (kl) 時間(分/本) 本数(本/日)  （本）  （日）

1.613 2.450 4.063 0.163 2.137 2.300 0.786 3.142 85.3 8.9 4 0.4

2.000 2.528 4.528 0.550 1.750 2.300 0.745 2.978 85.7 8.8 4 0.5

2.000 2.578 4.578 0.550 1.750 2.300 0.745 2.978 86.1 8.8 4 0.5

2.000 2.720 4.720 0.550 1.750 2.300 0.745 2.978 87.0 8.7 4 0.5

2.000 2.740 4.740 0.550 1.750 2.300 0.745 2.978 87.2 8.7 4 0.5

1.500 3.384 4.884 0.016 2.284 2.300 0.802 3.208 92.2 8.2 4 0.5

1.500 3.484 4.984 2.300 2.300 0.804 3.216 93.1 8.1 4 0.5

1.500 3.582 5.082 2.300 2.300 0.804 3.216 93.8 8.1 4 0.5

1.500 3.602 5.102 2.300 2.300 0.804 3.216 93.9 8.1 4 0.5

1.500 3.605 5.105 2.300 2.300 0.804 3.216 93.9 8.1 4 0.5

薬液注入工（複相式）　総括表

No.8099-3-1 発進坑口（上流）VPφ200

No.8099-3-1 発進坑口（下流）VPφ200

No.8110-1-1 到達坑口（上流）VPφ200

No.8103-6 発進坑口（上流）VPφ200

No.8103-6 発進坑口（下流）VPφ200

No.8101-1 発進坑口（上流）VPφ200

No.8101-1 発進坑口（下流）VPφ200

No.8101-2 到達坑口（上流）VPφ200

No.8101-2 到達坑口（下流）VPφ200

セット数 2 セット

１本当り注入量 (kl)種  別 注  入  高 （ｍ）

注入位置

No.8103-5 到達坑口（下流）VPφ200



( ）

項 目 種 別 算 式 ・ 記 号 単 位 数 値

改 良 面 積   A ｍ2 × 3.45

土 質 － －

Ｎ 値 回 －

改 良 高   l1 ｍ 2.300

改 良 範 囲   v ｍ3 7.93

注 入 材 の 種 別 － 溶液型

　間隙率　ρ ％ －

　填充率　α ％ －

　注入率　ρ×α ％ －

注 入 量   V＝ v×ρ×α Kl 3.142

注 入 本 数   n＝ A／1.0ｍ2 本 4

１本当り注入量  Qs＝ V／n kｌ 0.786

機 械 準 備 時 間   T1 分 14.0

  削孔長  lo ｍ 4.063

削 孔 時 間   単位作業時間 r1 分/ｍ －

T2   T2＝Σ(r1×lo) 分 18.7

注 入 時 間   T3＝ Qs／qs 分 qs ＝ 16 49.1

 土被長 l2＝ lo－l1 ｍ 1.763

  T4＝ r2×l2 分 r2 ＝ 2 3.5

１ 本 当 り 施 工 時 間   Ts＝ T1＋T2＋T3＋T4 分 85.3

１ 本 当 り 作 業 時 間   H 時間 6.3

１ 日 当 り 施 工 本 数 　N＝(60×H／Ts)×2ｾｯﾄ 本/日 8.9

4.0 5.0 8.0

1.613 2.450

6.45 12.25

0.3131.450

１日当り施
工本数

単位引抜時間 分

１本当り施
工時間

土 被 引 抜 時 間

複相方式 ｌ／分

－ － －－ － － － －

－ －－ － － － － － －

－

36.0 31.5

0.157 2.985

90 90

28.0 24.0 40.5 31.5

40 35

40 40 90 90注 入 率

70 60 45 35

－ － － － －

0.56 7.37

0.163 2.137

砂 礫 土

0 ～ 4 4 ～ 8 0 ～ 30 30以上 10 ～ 50 50以上

－ － －

計 算 式

注入量の
算定

2.300 1.500

粘 性 土 砂 質 土

－

二重管ストレーナ工法（複相方式）薬液注入工数量算定表

改 良 場 所 No.8103-5 到達坑口（下流）VPφ200



( ）

項 目 種 別 算 式 ・ 記 号 単 位 数 値

改 良 面 積   A ｍ2 × 3.45

土 質 － －

Ｎ 値 回 －

改 良 高   l1 ｍ 2.300

改 良 範 囲   v ｍ3 7.94

注 入 材 の 種 別 － 溶液型

　間隙率　ρ ％ －

　填充率　α ％ －

　注入率　ρ×α ％ －

注 入 量   V＝ v×ρ×α Kl 2.978

注 入 本 数   n＝ A／1.0ｍ2 本 4

１本当り注入量  Qs＝ V／n kｌ 0.745

機 械 準 備 時 間   T1 分 14.0

  削孔長  lo ｍ 4.528

削 孔 時 間   単位作業時間 r1 分/ｍ －

T2   T2＝Σ(r1×lo) 分 20.6

注 入 時 間   T3＝ Qs／qs 分 qs ＝ 16 46.6

 土被長 l2＝ lo－l1 ｍ 2.228

  T4＝ r2×l2 分 r2 ＝ 2 4.5

１ 本 当 り 施 工 時 間   Ts＝ T1＋T2＋T3＋T4 分 85.7

１ 本 当 り 作 業 時 間   H 時間 6.3

１ 日 当 り 施 工 本 数 　N＝(60×H／Ts)×2ｾｯﾄ 本/日 8.8

計 算 式

二重管ストレーナ工法（複相方式）薬液注入工数量算定表

改 良 場 所 No.8103-6 発進坑口（上流）VPφ200

注入量の
算定

2.300 1.500

粘 性 土 砂 質 土

－ － － －

10 ～ 50 50以上

砂 礫 土

0 ～ 4 4 ～ 8 0 ～ 30 30以上

0.550 1.750

－ － － －

1.90 6.04

－

注 入 率

70 60 45 35 40 35

40 40 90 90 90 90

28.0 24.0 40.5 31.5 36.0 31.5

0.532 2.446

－－ － － －－ － － －

－ － －－ － － － － －

１本当り施
工時間

2.000 2.528

4.0 5.0 8.0

8.00 12.64

複相方式 ｌ／分

土 被 引 抜 時 間

1.450 0.778

単位引抜時間 分

１日当り施
工本数



( ）

項 目 種 別 算 式 ・ 記 号 単 位 数 値

改 良 面 積   A ｍ2 × 3.45

土 質 － －

Ｎ 値 回 －

改 良 高   l1 ｍ 2.300

改 良 範 囲   v ｍ3 7.94

注 入 材 の 種 別 － 溶液型

　間隙率　ρ ％ －

　填充率　α ％ －

　注入率　ρ×α ％ －

注 入 量   V＝ v×ρ×α Kl 2.978

注 入 本 数   n＝ A／1.0ｍ2 本 4

１本当り注入量  Qs＝ V／n kｌ 0.745

機 械 準 備 時 間   T1 分 14.0

  削孔長  lo ｍ 4.578

削 孔 時 間   単位作業時間 r1 分/ｍ －

T2   T2＝Σ(r1×lo) 分 20.9

注 入 時 間   T3＝ Qs／qs 分 qs ＝ 16 46.6

 土被長 l2＝ lo－l1 ｍ 2.278

  T4＝ r2×l2 分 r2 ＝ 2 4.6

１ 本 当 り 施 工 時 間   Ts＝ T1＋T2＋T3＋T4 分 86.1

１ 本 当 り 作 業 時 間   H 時間 6.3

１ 日 当 り 施 工 本 数 　N＝(60×H／Ts)×2ｾｯﾄ 本/日 8.8

二重管ストレーナ工法（複相方式）薬液注入工数量算定表

改 良 場 所 No.8103-6 発進坑口（下流）VPφ200

計 算 式

注入量の
算定

2.300 1.500

粘 性 土 砂 質 土 砂 礫 土

0 ～ 4 4 ～ 8 0 ～ 30 30以上 10 ～ 50 50以上

0.550 1.750

1.90 6.04

－ － － － － － － － －

45 35 40

注 入 率

70 60 35

40 40 90 90 90 90

28.0 24.0 40.5 31.5 36.0 31.5

0.532 2.446

－ － － － － － － － －

－ － － － －－ － － －

１本当り施
工時間

2.000 2.578

4.0 5.0 8.0

8.00 12.89

複相方式 ｌ／分

土 被 引 抜 時 間

1.450 0.828

単位引抜時間 分

１日当り施
工本数



( ）

項 目 種 別 算 式 ・ 記 号 単 位 数 値

改 良 面 積   A ｍ2 × 3.45

土 質 － －

Ｎ 値 回 －

改 良 高   l1 ｍ 2.300

改 良 範 囲   v ｍ3 7.94

注 入 材 の 種 別 － 溶液型

　間隙率　ρ ％ －

　填充率　α ％ －

　注入率　ρ×α ％ －

注 入 量   V＝ v×ρ×α Kl 2.978

注 入 本 数   n＝ A／1.0ｍ2 本 4

１本当り注入量  Qs＝ V／n kｌ 0.745

機 械 準 備 時 間   T1 分 14.0

  削孔長  lo ｍ 4.720

削 孔 時 間   単位作業時間 r1 分/ｍ －

T2   T2＝Σ(r1×lo) 分 21.6

注 入 時 間   T3＝ Qs／qs 分 qs ＝ 16 46.6

 土被長 l2＝ lo－l1 ｍ 2.420

  T4＝ r2×l2 分 r2 ＝ 2 4.8

１ 本 当 り 施 工 時 間   Ts＝ T1＋T2＋T3＋T4 分 87.0

１ 本 当 り 作 業 時 間   H 時間 6.3

１ 日 当 り 施 工 本 数 　N＝(60×H／Ts)×2ｾｯﾄ 本/日 8.7

二重管ストレーナ工法（複相方式）薬液注入工数量算定表

改 良 場 所 No.8101-1 発進坑口（上流）VPφ200

計 算 式

注入量の
算定

2.300 1.500

粘 性 土 砂 質 土 砂 礫 土

0 ～ 4 4 ～ 8 0 ～ 30 30以上 10 ～ 50 50以上

0.550 1.750

1.90 6.04

－ － － － － － － － －

45 35 40

注 入 率

70 60 35

40 40 90 90 90 90

28.0 24.0 40.5 31.5 36.0 31.5

0.532 2.446

－ － － － － － － － －

－ － － － －－ － － －

8.0

１本当り施
工時間

2.000 2.720

4.0 5.0

8.00 13.60

複相方式 ｌ／分

土 被 引 抜 時 間

1.450 0.970

単位引抜時間 分

１日当り施
工本数



( ）

項 目 種 別 算 式 ・ 記 号 単 位 数 値

改 良 面 積   A ｍ2 × 3.45

土 質 － －

Ｎ 値 回 －

改 良 高   l1 ｍ 2.300

改 良 範 囲   v ｍ3 7.94

注 入 材 の 種 別 － 溶液型

　間隙率　ρ ％ －

　填充率　α ％ －

　注入率　ρ×α ％ －

注 入 量   V＝ v×ρ×α Kl 2.978

注 入 本 数   n＝ A／1.0ｍ2 本 4

１本当り注入量  Qs＝ V／n kｌ 0.745

機 械 準 備 時 間   T1 分 14.0

  削孔長  lo ｍ 4.740

削 孔 時 間   単位作業時間 r1 分/ｍ －

T2   T2＝Σ(r1×lo) 分 21.7

注 入 時 間   T3＝ Qs／qs 分 qs ＝ 16 46.6

 土被長 l2＝ lo－l1 ｍ 2.440

  T4＝ r2×l2 分 r2 ＝ 2 4.9

１ 本 当 り 施 工 時 間   Ts＝ T1＋T2＋T3＋T4 分 87.2

１ 本 当 り 作 業 時 間   H 時間 6.3

１ 日 当 り 施 工 本 数 　N＝(60×H／Ts)×2ｾｯﾄ 本/日 8.7

粘 性 土

二重管ストレーナ工法（複相方式）薬液注入工数量算定表

改 良 場 所 No.8101-1 発進坑口（下流）VPφ200

10 ～ 50 50以上

計 算 式

注入量の
算定

2.300 1.500

砂 質 土 砂 礫 土

0 ～ 4 4 ～ 8 0 ～ 30 30以上

0.550 1.750

1.90 6.04

－ － － － － － － － －

注 入 率

70 60

40 40

28.0 24.0

90 90 90 90

45 35

40.5 31.5 36.0

3540

31.5

0.532 2.446

－ － － －－ － － －

－ －－ － － － －

－

－ －

１本当り施
工時間

2.000 2.740

4.0 5.0 8.0

8.00 13.70

複相方式 ｌ／分

1.450 0.990

土 被 引 抜 時 間 単位引抜時間 分

１日当り施
工本数



( ）

項 目 種 別 算 式 ・ 記 号 単 位 数 値

改 良 面 積   A ｍ2 × 3.45

土 質 － －

Ｎ 値 回 －

改 良 高   l1 ｍ 2.300

改 良 範 囲   v ｍ3 7.94

注 入 材 の 種 別 － 溶液型

　間隙率　ρ ％ －

　填充率　α ％ －

　注入率　ρ×α ％ －

注 入 量   V＝ v×ρ×α Kl 3.208

注 入 本 数   n＝ A／1.0ｍ2 本 4

１本当り注入量  Qs＝ V／n kｌ 0.802

機 械 準 備 時 間   T1 分 14.0

  削孔長  lo ｍ 4.884

削 孔 時 間   単位作業時間 r1 分/ｍ －

T2   T2＝Σ(r1×lo) 分 22.9

注 入 時 間   T3＝ Qs／qs 分 qs ＝ 16 50.1

 土被長 l2＝ lo－l1 ｍ 2.584

  T4＝ r2×l2 分 r2 ＝ 2 5.2

１ 本 当 り 施 工 時 間   Ts＝ T1＋T2＋T3＋T4 分 92.2

１ 本 当 り 作 業 時 間   H 時間 6.3

１ 日 当 り 施 工 本 数 　N＝(60×H／Ts)×2ｾｯﾄ 本/日 8.2

計 算 式

二重管ストレーナ工法（複相方式）薬液注入工数量算定表

改 良 場 所 No.8101-2 到達坑口（上流）VPφ200

0 ～ 4 4 ～ 8 0 ～ 30

注入量の
算定

2.300 1.500

粘 性 土 砂 質 土

－ －

砂 礫 土

30以上 10 ～ 50 50以上

0.016 2.284

0.06 7.88

－ －－ － － － －

注 入 率

70 60 45 35 40 35

40 40 90 90 90 90

28.0 24.0 40.5 31.5 36.0 31.5

0.017 3.191

－－ － － －－ － － －

－ － －－ － － － － －

１本当り施
工時間

1.500 3.384

4.0 5.0 8.0

6.00 16.92

複相方式 ｌ／分

土 被 引 抜 時 間 単位引抜時間 分

1.484 1.100

１日当り施
工本数



( ）

項 目 種 別 算 式 ・ 記 号 単 位 数 値

改 良 面 積   A ｍ2 × 3.45

土 質 － －

Ｎ 値 回 －

改 良 高   l1 ｍ 2.300

改 良 範 囲   v ｍ3 7.94

注 入 材 の 種 別 － 溶液型

　間隙率　ρ ％ －

　填充率　α ％ －

　注入率　ρ×α ％ －

注 入 量   V＝ v×ρ×α Kl 3.216

注 入 本 数   n＝ A／1.0ｍ2 本 4

１本当り注入量  Qs＝ V／n kｌ 0.804

機 械 準 備 時 間   T1 分 14.0

  削孔長  lo ｍ 4.984

削 孔 時 間   単位作業時間 r1 分/ｍ －

T2   T2＝Σ(r1×lo) 分 23.4

注 入 時 間   T3＝ Qs／qs 分 qs ＝ 16 50.3

 土被長 l2＝ lo－l1 ｍ 2.684

  T4＝ r2×l2 分 r2 ＝ 2 5.4

１ 本 当 り 施 工 時 間   Ts＝ T1＋T2＋T3＋T4 分 93.1

１ 本 当 り 作 業 時 間   H 時間 6.3

１ 日 当 り 施 工 本 数 　N＝(60×H／Ts)×2ｾｯﾄ 本/日 8.1

計 算 式

二重管ストレーナ工法（複相方式）薬液注入工数量算定表

改 良 場 所 No.8101-2 到達坑口（下流）VPφ200

0 ～ 4 4 ～ 8 0 ～ 30

注入量の
算定

2.300 1.500

粘 性 土 砂 質 土

－ －

砂 礫 土

30以上 10 ～ 50 50以上

2.300

7.94

－ －－ － － － －

注 入 率

70 60 45 35 40 35

40 40 90 90 90 90

28.0 24.0 40.5 31.5 36.0 31.5

3.216

－－ － － －－ － － －

－ － －－ － － － － －

１本当り施
工時間

1.500 3.484

4.0 5.0 8.0

6.00 17.42

複相方式 ｌ／分

土 被 引 抜 時 間 単位引抜時間 分

1.500 1.184

１日当り施
工本数



( ）

項 目 種 別 算 式 ・ 記 号 単 位 数 値

改 良 面 積   A ｍ2 × 3.45

土 質 － －

Ｎ 値 回 －

改 良 高   l1 ｍ 2.300

改 良 範 囲   v ｍ3 7.94

注 入 材 の 種 別 － 溶液型

　間隙率　ρ ％ －

　填充率　α ％ －

　注入率　ρ×α ％ －

注 入 量   V＝ v×ρ×α Kl 3.216

注 入 本 数   n＝ A／1.0ｍ2 本 4

１本当り注入量  Qs＝ V／n kｌ 0.804

機 械 準 備 時 間   T1 分 14.0

  削孔長  lo ｍ 5.082

削 孔 時 間   単位作業時間 r1 分/ｍ －

T2   T2＝Σ(r1×lo) 分 23.9

注 入 時 間   T3＝ Qs／qs 分 qs ＝ 16 50.3

 土被長 l2＝ lo－l1 ｍ 2.782

  T4＝ r2×l2 分 r2 ＝ 2 5.6

１ 本 当 り 施 工 時 間   Ts＝ T1＋T2＋T3＋T4 分 93.8

１ 本 当 り 作 業 時 間   H 時間 6.3

１ 日 当 り 施 工 本 数 　N＝(60×H／Ts)×2ｾｯﾄ 本/日 8.1

１日当り施
工本数

単位引抜時間 分土 被 引 抜 時 間

1.500 1.282

複相方式 ｌ／分

6.00 17.91

8.0

計 算 式

二重管ストレーナ工法（複相方式）薬液注入工数量算定表

改 良 場 所 No.8099-3-1 発進坑口（上流）VPφ200

0 ～ 4 4 ～ 8 0 ～ 30

注入量の
算定

2.300 1.500

粘 性 土 砂 質 土

－ －

砂 礫 土

30以上 10 ～ 50 50以上

2.300

7.94

－ －－ － － － －

注 入 率

70 60 45 35 40 35

40 40 90 90 90 90

28.0 24.0 40.5 31.5 36.0 31.5

3.216

－－ － － －－ － － －

－ － －－ － － － － －

１本当り施
工時間

1.500 3.582

4.0 5.0



( ）

項 目 種 別 算 式 ・ 記 号 単 位 数 値

改 良 面 積   A ｍ2 × 3.45

土 質 － －

Ｎ 値 回 －

改 良 高   l1 ｍ 2.300

改 良 範 囲   v ｍ3 7.94

注 入 材 の 種 別 － 溶液型

　間隙率　ρ ％ －

　填充率　α ％ －

　注入率　ρ×α ％ －

注 入 量   V＝ v×ρ×α Kl 3.216

注 入 本 数   n＝ A／1.0ｍ2 本 4

１本当り注入量  Qs＝ V／n kｌ 0.804

機 械 準 備 時 間   T1 分 14.0

  削孔長  lo ｍ 5.102

削 孔 時 間   単位作業時間 r1 分/ｍ －

T2   T2＝Σ(r1×lo) 分 24

注 入 時 間   T3＝ Qs／qs 分 qs ＝ 16 50.3

 土被長 l2＝ lo－l1 ｍ 2.802

  T4＝ r2×l2 分 r2 ＝ 2 5.6

１ 本 当 り 施 工 時 間   Ts＝ T1＋T2＋T3＋T4 分 93.9

１ 本 当 り 作 業 時 間   H 時間 6.3

１ 日 当 り 施 工 本 数 　N＝(60×H／Ts)×2ｾｯﾄ 本/日 8.1

１日当り施
工本数

単位引抜時間 分土 被 引 抜 時 間

1.500 1.302

複相方式 ｌ／分

6.00 18.01

1.500 3.602

１本当り施
工時間

4.0 5.0 8.0

－ － － － － － － －

－ －－ － － － － － －

－

36.0 31.5

3.216

90 90

28.0 24.0 40.5 31.5

40 35

40 40 90 90注 入 率

70 60 45 35

－ － － － －

7.94

2.300

砂 礫 土

0 ～ 4 4 ～ 8 0 ～ 30 30以上 10 ～ 50 50以上

－ － －

計 算 式

注入量の
算定

2.300 1.500

粘 性 土 砂 質 土

－

二重管ストレーナ工法（複相方式）薬液注入工数量算定表

改 良 場 所 No.8099-3-1 発進坑口（下流）VPφ200



( ）

項 目 種 別 算 式 ・ 記 号 単 位 数 値

改 良 面 積   A ｍ2 × 3.45

土 質 － －

Ｎ 値 回 －

改 良 高   l1 ｍ 2.300

改 良 範 囲   v ｍ3 7.94

注 入 材 の 種 別 － 溶液型

　間隙率　ρ ％ －

　填充率　α ％ －

　注入率　ρ×α ％ －

注 入 量   V＝ v×ρ×α Kl 3.216

注 入 本 数   n＝ A／1.0ｍ2 本 4

１本当り注入量  Qs＝ V／n kｌ 0.804

機 械 準 備 時 間   T1 分 14.0

  削孔長  lo ｍ 5.105

削 孔 時 間   単位作業時間 r1 分/ｍ －

T2   T2＝Σ(r1×lo) 分 24

注 入 時 間   T3＝ Qs／qs 分 qs ＝ 16 50.3

 土被長 l2＝ lo－l1 ｍ 2.805

  T4＝ r2×l2 分 r2 ＝ 2 5.6

１ 本 当 り 施 工 時 間   Ts＝ T1＋T2＋T3＋T4 分 93.9

１ 本 当 り 作 業 時 間   H 時間 6.3

１ 日 当 り 施 工 本 数 　N＝(60×H／Ts)×2ｾｯﾄ 本/日 8.1

１日当り施
工本数

単位引抜時間 分土 被 引 抜 時 間

1.500 1.305

複相方式 ｌ／分

6.00 18.03１本当り施
工時間

1.500 3.605

4.0 5.0 8.0

－ －－ － － － － － －

－ － － －－ － － － －

36.0 31.5

3.216

90 90

28.0 24.0 40.5 31.5

40 35

40 40 90 90

－ － － －

注 入 率

70 60 45 35

－ － － － －

7.94

2.300

砂 質 土 砂 礫 土

0 ～ 4 4 ～ 8 0 ～ 30 30以上 10 ～ 50 50以上

計 算 式

注入量の
算定

2.300 1.500

粘 性 土

二重管ストレーナ工法（複相方式）薬液注入工数量算定表

改 良 場 所 No.8110-1-1 到達坑口（上流）VPφ200



５．組立マンホール設置工 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



種別 規格・寸法 8103-5 単位 数量
平均高

　マンホール深 3.055 m 3.055

（ブロック類）

　マンホール蓋 φ600　T-25 組

φ600　T-14 1 組 1

　調整金具 Ｈ＝25 1 個 1

Ｈ＝45 個

　調整リング Ｈ＝50 個

Ｈ＝100 1 個 1

Ｈ＝150 個

　斜壁ブロック Ｈ＝300 個

Ｈ＝450 個

Ｈ＝600 1 個 1

　直壁ブロック φ900× 300 個

φ900× 600 個

φ900× 900 個

φ900×1200 1 個 1

φ900×1500 個

φ900×1800 個

　おどり場直壁 φ900× 600 個

　躯体ブロック φ900× 600 個

φ900× 900 個

φ900×1200 1 個 1

φ900×1500 個

φ900×1800 個

　底版ブロック φ900×130 1 個 1

　可とう継ぎ手 VPφ150用 1 個 1

VPφ200用 1 個 1

（底部工）

　ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40 0.16 ｍ3 0.16

　ﾓﾙﾀﾙ上塗工 1：2　t=2cm 0.74 ｍ2 0.74

（削孔工） 塩ビ管φ100 箇所

塩ビ管φ150 1 箇所 1

塩ビ管φ200 箇所

（調整ｺﾝｸﾘｰﾄ） ｍ3

（同上型枠） ｍ2

1号組立マンホール築造工集計表



N0. 8103-5

種別 規格・寸法 単位 数量

　マンホール深 m 3.055

（ブロック類）

　マンホール蓋 φ600　T-25 受枠共 組

φ600　T-14 受枠共 組 1

　調整金具 Ｈ＝25 個 1

Ｈ＝45 個

　調整リング Ｈ＝50 個

Ｈ＝100 個 1

Ｈ＝150 個

　斜壁ブロック Ｈ＝300 個

Ｈ＝450 個

Ｈ＝600 個 1

　直壁ブロック φ900× 300 個

φ900× 600 個

φ900× 900 個

φ900×1200 個 1

φ900×1500 個

φ900×1800 個

　おどり場直壁 φ900× 600 個

　躯体ブロック φ900× 600 個

φ900× 900 個

φ900×1200 個 1

φ900×1500 個

φ900×1800 個

　底版ブロック φ900×130 個 1

　可とう継ぎ手 VPφ150用 個 1

VPφ200用 個 1

（底部工）

　ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40 V= π/4× 0.90 ^ 2 ×（ 0.17 ＋ 0.20 /2）

-π/4× 0.20 ^ 2 × 1/2 × 0.90 ｍ3 0.16

　ﾓﾙﾀﾙ上塗工 1：2　t=2cm A= π/4× 0.90 ^ 2 - 0.20 × 0.90

+π× 0.20 × 1/2 × 0.90 ｍ2 0.74

（削孔工） 塩ビ管φ100 箇所

塩ビ管φ150 箇所 1

塩ビ管φ200 箇所

（調整ｺﾝｸﾘｰﾄ） V= π/4× 1.10^2 × ｍ3

（同上型枠） A= π× 1.10 × ｍ2

　推進用

1号組立マンホール築造工計算書

計　　　算　　　式

　推進用



種 別 規格・寸法 8103-6 8101-1 8101-2 8099-3-1 単位 数 量

平均

　マンホール深 3.570 3.732 3.976 4.094 m 3.843

（ブロック類）

　マンホール蓋 φ600　T-25 組

φ600　T-14 1 1 1 1 組 4

　調整金具 Ｈ＝25 1 1 個 2

Ｈ＝45 1 1 個 2

　調整リング Ｈ＝50 1 個 1

Ｈ＝100 1 個 1

Ｈ＝150 1 1 個 2

　斜壁ブロック Ｈ＝300 個

Ｈ＝450 1 1 個 2

Ｈ＝600 1 1 個 2

　直壁ブロック φ1200× 600 個

φ1200× 900 個

φ1200×1200 個

φ1200×1500 1 1 1 個 3

φ1200×1800 1 個 1

φ1200×2100 個

　おどり場直壁 φ1200×600 個

標準型

　躯体ブロック φ1200×900 個

φ1200×1200 個

φ1200×1500 1 個 1

φ1200×1800 1 1 1 個 3

φ1200×2100 個

φ1200×2400 個

深型

　躯体ブロック φ1200×1800 個

　底版ブロック φ1200×150 1 1 1 1 個 4

　可とう継ぎ手 VPφ150用 1 1 個 2

VPφ200用 2 2 2 2 個 8

（底部工）

　ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40 0.34 0.38 0.34 0.38 ｍ3 1.44

　ﾓﾙﾀﾙ上塗工 1：2　t=2cm 1.30 1.32 1.34 1.32 ｍ2 5.28

（削孔工） 塩ビ管φ100 1 2 箇所 3

塩ビ管φ150 1 1 箇所 2

塩ビ管φ200 1 1 1 1 箇所 4

（調整コンクリート） ｍ3

（同上型枠） ｍ2

2号組立マンホール築造工集計表



N0. 8103-6

種別 規格・寸法 単位 数量

　マンホール深 m 3.570

（ブロック類）

　マンホール蓋 φ600　T-25 受枠共 組

φ600　T-14 受枠共 組 1

　調整金具 Ｈ＝25 個 1

Ｈ＝45 個

　調整リング Ｈ＝50 個 1

Ｈ＝100 個

Ｈ＝150 個

　斜壁ブロック Ｈ＝300 個

Ｈ＝450 個

Ｈ＝600 個 1

　直壁ブロック φ1200× 600 個

φ1200× 900 個

φ1200×1200 個

φ1200×1500 個 1

φ1200×1800 個

φ1200×2100 個

　おどり場直壁 φ1200× 600 個

　躯体ブロック φ1200×900 標準型 個

φ1200×1200 個

φ1200×1500 個 1

φ1200×1800 個

φ1200×2100 個

φ1200×2400 個

　躯体ブロック φ1200×1800 深型 個

　底版ブロック φ1200×150 個 1

　可とう継ぎ手 VP150用 個

VP200用 個 2

2号組立マンホール築造工計算書  (1/2)

計　　　算　　　式

　推進用

　推進用



N0. 8103-6

種別 規格・寸法 単位 数量

（底部工）

　ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-20 V= π/4× 1.20 ^ 2 ×（ 0.220 ＋ 0.200 / 2)

-π/4× 0.20 ^ 2 × 1/2 × 1.20

-π/4× 0.10 ^ 2 × 1/2 × 0.60

-π/4× × 1/2 × ｍ3 0.34

　ﾓﾙﾀﾙ上塗工 1：2　t=2cm A= π/4× 1.20 ^ 2 - 0.20 × 1.20

+π× 0.20 × 1/2 × 1.20

- 0.10 × 0.60

+π× 0.10 × 1/2 × 0.60

- ×

+π× × 1/2 × ｍ2 1.30

（削孔工） 塩ビ管φ100 箇所 1

塩ビ管φ150 箇所

塩ビ管φ200 箇所 1

（調整ｺﾝｸﾘｰﾄ） V= π/4× 1.45^2 × ｍ3

（同上型枠） A= π× 1.45 × ｍ2

計　　　算　　　式

2号組立マンホール築造工計算書  (2/2)



N0. 8101-1

種別 規格・寸法 単位 数量

　マンホール深 m 3.732

（ブロック類）

　マンホール蓋 φ600　T-25 受枠共 組

φ600　T-14 受枠共 組 1

　調整金具 Ｈ＝25 個 1

Ｈ＝45 個

　調整リング Ｈ＝50 個

Ｈ＝100 個 1

Ｈ＝150 個

　斜壁ブロック Ｈ＝300 個

Ｈ＝450 個 1

Ｈ＝600 個

　直壁ブロック φ1200× 600 個

φ1200× 900 個

φ1200×1200 個

φ1200×1500 個 1

φ1200×1800 個

φ1200×2100 個

　おどり場直壁 φ1200× 600 個

　躯体ブロック φ1200×900 標準型 個

φ1200×1200 個

φ1200×1500 個

φ1200×1800 個 1

φ1200×2100 個

φ1200×2400 個

　躯体ブロック φ1200×1800 深型 個

　底版ブロック φ1200×150 個 1

　可とう継ぎ手 VP150用 個 1

VP200用 個 2

2号組立マンホール築造工計算書  (1/2)

計　　　算　　　式

　推進用

　推進用



N0. 8101-1

種別 規格・寸法 単位 数量

（底部工）

　ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-20 V= π/4× 1.20 ^ 2 ×（ 0.255 ＋ 0.200 / 2)

-π/4× 0.20 ^ 2 × 1/2 × 1.20

-π/4× 0.15 ^ 2 × 1/2 × 0.60

-π/4× × 1/2 × 0.60 ｍ3 0.38

　ﾓﾙﾀﾙ上塗工 1：2　t=2cm A= π/4× 1.20 ^ 2 - 0.20 × 1.20

+π× 0.20 × 1/2 × 1.20

- 0.15 × 0.60

+π× 0.15 × 1/2 × 0.60

- × 0.60

+π× × 1/2 × 0.60 ｍ2 1.32

（削孔工） 塩ビ管φ100 箇所

塩ビ管φ150 箇所 1

塩ビ管φ200 箇所 1

（調整ｺﾝｸﾘｰﾄ） V= π/4× 1.45^2 × ｍ3

（同上型枠） A= π× 1.45 × ｍ2

計　　　算　　　式

2号組立マンホール築造工計算書  (2/2)



N0. 8101-2

種別 規格・寸法 単位 数量

　マンホール深 m 3.976

（ブロック類）

　マンホール蓋 φ600　T-25 受枠共 組

φ600　T-14 受枠共 組 1

　調整金具 Ｈ＝25 個

Ｈ＝45 個 1

　調整リング Ｈ＝50 個

Ｈ＝100 個

Ｈ＝150 個 1

　斜壁ブロック Ｈ＝300 個

Ｈ＝450 個

Ｈ＝600 個 1

　直壁ブロック φ1200× 600 個

φ1200× 900 個

φ1200×1200 個

φ1200×1500 個 1

φ1200×1800 個

φ1200×2100 個

　おどり場直壁 φ1200× 600 個

　躯体ブロック φ1200×900 標準型 個

φ1200×1200 個

φ1200×1500 個

φ1200×1800 個 1

φ1200×2100 個

φ1200×2400 個

　躯体ブロック φ1200×1800 深型 個

　底版ブロック φ1200×150 個 1

　可とう継ぎ手 VP150用 個

VP200用 個 2

2号組立マンホール築造工計算書  (1/2)

計　　　算　　　式

　推進用

　推進用



N0. 8101-2

種別 規格・寸法 単位 数量

（底部工）

　ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-20 V= π/4× 1.20 ^ 2 ×（ 0.220 ＋ 0.200 / 2)

-π/4× 0.20 ^ 2 × 1/2 × 1.20

-π/4× 0.10 ^ 2 × 1/2 × 0.60

-π/4× 0.10 ^ 2 × 1/2 × 0.60 ｍ3 0.34

　ﾓﾙﾀﾙ上塗工 1：2　t=2cm A= π/4× 1.20 ^ 2 - 0.20 × 1.20

+π× 0.20 × 1/2 × 1.20

- 0.10 × 0.60

+π× 0.10 × 1/2 × 0.60

- 0.10 × 0.60

+π× 0.10 × 1/2 × 0.60 ｍ2 1.34

（削孔工） 塩ビ管φ100 箇所 2

塩ビ管φ150 箇所

塩ビ管φ200 箇所 1

（調整ｺﾝｸﾘｰﾄ） V= π/4× 1.45^2 × ｍ3

（同上型枠） A= π× 1.45 × ｍ2

計　　　算　　　式

2号組立マンホール築造工計算書  (2/2)



N0. 8099-3-1

種別 規格・寸法 単位 数量

　マンホール深 m 4.094

（ブロック類）

　マンホール蓋 φ600　T-25 受枠共 組

φ600　T-14 受枠共 組 1

　調整金具 Ｈ＝25 個

Ｈ＝45 個 1

　調整リング Ｈ＝50 個

Ｈ＝100 個

Ｈ＝150 個 1

　斜壁ブロック Ｈ＝300 個

Ｈ＝450 個 1

Ｈ＝600 個

　直壁ブロック φ1200× 600 個

φ1200× 900 個

φ1200×1200 個

φ1200×1500 個

φ1200×1800 個 1

φ1200×2100 個

　おどり場直壁 φ1200× 600 個

　躯体ブロック φ1200×900 標準型 個

φ1200×1200 個

φ1200×1500 個

φ1200×1800 個 1

φ1200×2100 個

φ1200×2400 個

　躯体ブロック φ1200×1800 深型 個

　底版ブロック φ1200×150 個 1

　可とう継ぎ手 VP150用 個 1

VP200用 個 2

2号組立マンホール築造工計算書  (1/2)

計　　　算　　　式

　推進用

　推進用



N0. 8099-3-1

種別 規格・寸法 単位 数量

（底部工）

　ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-20 V= π/4× 1.20 ^ 2 ×（ 0.255 ＋ 0.200 / 2)

-π/4× 0.20 ^ 2 × 1/2 × 1.20

-π/4× 0.15 ^ 2 × 1/2 × 0.60

-π/4× × 1/2 × 0.60 ｍ3 0.38

　ﾓﾙﾀﾙ上塗工 1：2　t=2cm A= π/4× 1.20 ^ 2 - 0.20 × 1.20

+π× 0.20 × 1/2 × 1.20

- 0.15 × 0.60

+π× 0.15 × 1/2 × 0.60

- × 0.60

+π× × 1/2 × 0.60 ｍ2 1.32

（削孔工） 塩ビ管φ100 箇所

塩ビ管φ150 箇所 1

塩ビ管φ200 箇所 1

（調整ｺﾝｸﾘｰﾄ） V= π/4× 1.45^2 × ｍ3

（同上型枠） A= π× 1.45 × ｍ2

計　　　算　　　式

2号組立マンホール築造工計算書  (2/2)



種別 規格・寸法 8110-1-1 単位 数 量

　マンホール深 5.397 m 5.397

（ブロック類）
親子蓋

　マンホール蓋 φ600×900　T-25 組
親子蓋
φ600×900　T-14 1 組 1

　調整金具 Ｈ＝25 個

Ｈ＝45 1 個 1

　調整リング Ｈ＝50 個

Ｈ＝100 個

Ｈ＝150 2 個 2

　頂版ブロック Ｈ＝130 1 個 1

　直壁ブロック φ1200×1200 1 個 1

φ1200×1500 個

φ1200×1800 1 個 1

φ1200×2100 個

φ1200×2400 個

　躯体ブロック φ1200×1200 個

φ1200×1500 個

φ1200×1800 1 個 1

φ1200×2100 個

φ1200×2400 個

　底版ブロック φ1200×90 1 個 1

FRP製ハシゴ 4.5 ｍ 4.5

推進用（組立ＭＨ）
　可とう継ぎ手 VUφ150用 2 個 2

推進用（組立ＭＨ）
VUφ200用 1 個 1

（底部工）

　ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40 － ｍ3

　ﾓﾙﾀﾙ上塗工 1：2　t=2cm － ｍ2

（削孔工） ポリ管φ75 1 箇所 1

塩ビ管φ150 2 箇所 2

塩ビ管φ200 1 箇所 1

（調整ｺﾝｸﾘｰﾄ） ｍ3

（同上型枠） ｍ2

２号組立レジンマンホール設置工集計表



N0. 8110-1-1

種別 規格・寸法 単位 数 量

　マンホール深 m 5.397

（ブロック類）
親子蓋

　マンホール蓋 φ600×900　T-25 受枠共 組
親子蓋
φ600×900　T-14 受枠共 組 1

　調整金具 Ｈ＝25 個

Ｈ＝45 個 1

　調整リング Ｈ＝50 個

Ｈ＝100 個

Ｈ＝150 個 2

　頂版ブロック Ｈ＝130 個 1

　直壁ブロック φ1200×1200 個 1

φ1200×1500 個

φ1200×1800 個 1

φ1200×2100 個

φ1200×2400 個

　躯体ブロック φ1200×1200 個

φ1200×1500 個

φ1200×1800 個 1

φ1200×2100 個

φ1200×2400 個

　底版ブロック φ1200×90 個 1

　FRP製ハシゴ ｍ 4.5

　可とう継ぎ手 VU150用 個 2

VU200用 個 1

（底部工）

　ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 18-8-40

ｍ3 －

　ﾓﾙﾀﾙ上塗工 1：2　t=2cm

ｍ2 －

（削孔工） ポリ管φ75 箇所 1

塩ビ管φ150 箇所 2

塩ビ管φ200 箇所 1

（調整ｺﾝｸﾘｰﾄ） V= π/4× 1.06^2 × ｍ3

（同上型枠） A= π× 1.06 × ｍ2

２号レジン組立マンホール築造工計算書

計　　　算　　　式

　推進用

　推進用



６．内副管設置工 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



種　別 規格・寸法
No.8099

-3-1
No.8103

-6
No.8101

-2
No.8101

-2 単位 計 備　考
本管 取付管 取付管 取付管

流入管 VUφ150 VUφ100 VUφ100 VUφ100

取付落差 2.287 1.535 2.799 2.380

プレーエンド直管 VUφ100 0.47 0.30 0.62 0.51 本 1.90

〃 VUφ150 本
内副管用

マンホール継手 φ150×100 1 個 1

〃 φ200×150 個

大曲Y管 φ100×100 1 1 1 個 3

副管用90°曲管 φ100 1 1 1 1 個 4

〃 φ150 個

カラー継手 φ100 1 個 1

〃 φ150 個

支持金具 φ100用 3 2 3 3 個 11

〃 φ150用 個

副管設置工 1.0m未満 箇所

1.0m～1.5m未満 箇所

1.5m～2.0m未満 1 箇所 1

2.0m～2.5m未満 1 1 箇所 2

2.5m～3.0m未満 1 箇所 1

3.0m～3.5m未満 箇所

3.5m～4.0m未満 箇所

内 副 管 工 集 計 表



No.8099-3-1 【本管φ150】 　 8100-2路線

単位

　１箇所当り

プレーンエンド直管 φ100 （ - - - ） ÷ 4.0 本 0.47

内副管用
マンホール継手

φ150×100 個 1

副管用90°曲管 φ100 個 1

カラー継手 φ100 個 1

内副管用支持金具 φ100用 個 3

副管設置工 H=2.0ｍ～2.5m未満 箇所 1

数　 量

2.287 0.163 0.178

1

副管
継手

工　　種 算　　　　式

1

0.100 ｍ/本

1

２号組立マンホール内副管設置工計算表

曲管 落差

3



No.8103-6 【取付管φ100】　 取付管（110-2）

単位

　１箇所当り

プレーンエンド直管 φ100 （ - - - ） ÷ 4.0 本 0.30

大曲Y管 φ100×100 個 1

副管用90°曲管 φ100 個 1

内副管用支持金具 φ100用 個 2

副管設置工 H=1.5m～2.0m未満 箇所 1

数　 量

副管
継手

0.078 0.178 0.100 ｍ/本

曲管 落差

1.535

1

２号組立マンホール内副管設置工計算表

工　　種 算　　　　式

1

2



No.8101-2 【取付管φ100】　 取付管（105）

単位

　１箇所当り

プレーンエンド直管 φ100 （ - - - ） ÷ 4.0 本 0.62

大曲Y管 φ100×100 個 1

副管用90°曲管 φ100 個 1

内副管用支持金具 φ100用 個 3

副管設置工 H=2.5m～3.0m未満 箇所 1

工　　種 算　　　　式

0.100 ｍ/本

２号組立マンホール内副管設置工計算表

数　 量

副管
継手 曲管 落差

2.799 0.078 0.178

1

1

3



No.8101-2 【取付管φ100】　 取付管（106）

単位

　１箇所当り

プレーンエンド直管 φ100 （ - - - ） ÷ 4.0 本 0.51

大曲Y管 φ100×100 個 1

副管用90°曲管 φ100 個 1

内副管用支持金具 φ100用 個 3

副管設置工 H=2.0m～2.5m未満 箇所 1

２号組立マンホール内副管設置工計算表

工　　種 算　　　　式 数　 量

副管
継手 曲管 落差

2.380 0.078 0.178 0.100 ｍ/本

1

1

3



７．付　帯　工 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



No.8110-1-1 No.8099-3-1 No.8101-2 No.8101-1 No.8103-6 No.8101-5

到達(1500) 発進(2000) 到達(1500) 発進(2000) 発進(2000) 到達(1500)

舗装取り壊し工
（仮復旧）

舗装切断工 Ａs　10cm以下 5.63 7.29 5.63 7.29 7.29 5.63
（本復旧）

舗装切断工 Ａs　10cm以下
（仮復旧）

舗装版掘削積込工 Ａs　10cm以下 1.77 3.14 1.77 3.14 3.14 1.77

路盤掘削工 m3

仮復旧工（市道車道）
t=3cm

表層工 粗粒度Ａs 0.75 2.61 1.24 2.61 2.61 1.24 m2 11.06
t=12cm

上層路盤工 粒調砕石 0.75 2.61 1.24 2.61 2.61 1.24 m2 11.06
t=15cm

下層路盤工 再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 0.75 2.61 1.24 2.61 2.61 1.24 m2 11.06

本復旧工（市道車道）
t=5cm

表　層　工 密粒度Ａs m2

（仮復旧）
残土運搬工 Ａsガラ処分工 0.09 0.16 0.09 0.16 0.16 0.09

（本復旧）
Ａsガラ処分工

礫質土処分工 m3

不陸整正 m2

外側線
区画線復旧工 白線 W=15cm m

停止線
白線 W=45cm m
文字
白線 W=15cm換算 m

14.73
m2

38.76ｍ

0.75m3

付　帯　工　集　計　表

単位 合　計 備　考種別 規格・寸法



開削工 数量計算書 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単独路線）

令和７年度　

公共下水道 汚水枝線（７-４工区）築造工事

（尾崎西分地区面整備）



開 削 工 数 量 計 算 書

（7-4工区・単独路線）



管 布 設 工 （7-4工区・単独路線）

VUφ150



　7-4　工区　単独

種　　　　 別 規    格 単位 数    量

路 線 延 長  φ150 ｍ 229.50
 管布設延長

管 体 延 長  φ150 ｍ 221.85
 L=4.0m

硬質塩化ﾋﾞﾆｰﾙ管  φ150（ＲＲ） 本 56 　= 55.48 本　

埋設標識シート  ﾀﾞﾌﾞﾙ ｍ 221.85

ﾏﾝﾎｰﾙ用可とう継手  φ150 個 13

　土　　　 工

機械掘削工  BH　0.28m3 m3 277.26

人力掘削工 m3

機械埋戻工  砂 m3 42.92

〃  流用土（改良土） m3 188.31

人力埋戻工  砂 m3

〃  流用土 m3

発生土処理工  土砂：機械 m3 68.05

〃  土砂：人力 m3

埋戻土運搬工  土砂：機械 m3 277.26

〃  土砂：人力 m3

 砂　t=10cm
管基礎工  機械　幅0.55m ｍ 79.00 素掘部

 砂　t=10cm
〃  機械　幅0.85m ｍ 142.85 矢板部

 砂　t=10cm
〃  人力　幅0.55m ｍ 素掘部

　土　留　工

素掘り ｍ 82.00

アルミ矢板  H=2.0 m ｍ 106.50

〃  H=2.5 m(支保1段) ｍ

〃  H=2.5 m(支保2段) ｍ

〃  H=3.0 m ｍ 41.00

〃  H=3.5 m ｍ

〃  H=4.0 m ｍ

支保工  支保工１段 ｍ 106.50

〃  支保工２段 ｍ 41.00

〃  支保工３段 ｍ

掘削深  H=1.5 m以下 ｍ 54.50

〃  H=2.0 m以下 ｍ 52.00

〃  H=2.5 m以下 ｍ 41.00

〃  H=3.0 m以下 ｍ

〃  H=3.5 m以下 ｍ

〃  H=3.8 m以下 ｍ

　水　替　工

ポンプ運転 式 1.0

ポンプ据付・撤去 式 1.0

摘   　　　要

管布設工総括表　　



7-4 工区 単独 1/1

管径　φ150
路 掘 上 底 平均 舗 舗 仮

路 人 孔 線 削 ﾏﾝﾎ 直管 掘 掘 掘 掘削深 装 装 復
線 番 号 延 延 人孔 管渠 ｰﾙ用 RR 削 削 削 種 厚 旧
番 長 長 減長 延長 可とう 4.0ｍ 幅 幅 幅 上流 下流 平均 別 厚 機械 人力 人力 機械 人力 機械 人力 機械 人力
号 ① ② ③ 継手 ③/4.0 ④ ⑤ ⑥ ⑦ ①*④* ①*④* ④= ④= ④=

=①-② φ150 φ150 (⑤-⑥) (⑤-⑥) 0.55 0.85 0.55
上流 下流 m m m m 個 本 m m m m m m m3 m3 m m m m3 m3 m3 m3 m3 m3

8102 8102-1 8102-2 41.00 41.00 0.15 40.85 10.21 0.85 0.85 0.85 2.18 2.60 2.39 市道As 0.05 0.30 81.55 40.85 8.36 60.12 14.75

8100-1 8100-1-1 8100-1-2 14.00 14.00 0.60 13.40 1 3.35 0.76 0.55 0.66 1.07 1.04 1.06 未舗装 9.79 13.40 2.15 6.42 2.66

〃 8100-1-2 8100-1-3 14.00 14.00 0.60 13.40 1 3.35 0.77 0.55 0.66 1.07 1.15 1.11 未舗装 10.26 13.40 2.15 6.88 2.62

〃 8100-1-3 8100-1-4 15.00 15.00 0.60 14.40 1 3.60 0.79 0.55 0.67 1.15 1.21 1.18 未舗装 11.86 14.40 2.34 8.19 2.76

〃 8100-1-4 +2.5m 2.50 2.50 0.45 2.05 1 0.51 0.81 0.55 0.68 1.23 1.35 1.29 未舗装 2.19 2.05 0.40 1.57 0.45

〃 +2.5m 8100-1-5 7.50 7.50 0.15 7.35 1.84 0.81 0.55 0.68 1.23 1.35 1.29 市道As 0.05 0.30 6.32 7.35 1.19 3.19 2.78

〃 8100-1-5 8100-1-6 21.00 21.00 0.60 20.40 1 5.10 0.85 0.85 0.85 1.35 1.41 1.38 市道As 0.05 0.30 23.74 20.40 4.28 12.76 9.56

〃 8100-1-6 +12.0m 12.00 12.00 0.45 11.55 1 2.89 0.85 0.85 0.85 1.43 1.49 1.46 市道As 0.05 0.30 14.38 11.55 2.45 8.11 5.37

8098 8098-1 8098-2 29.00 29.00 0.60 28.40 1 7.10 0.80 0.55 0.68 1.20 1.26 1.23 未舗装 24.26 28.40 4.61 17.06 5.30

〃 8098-2 +5.0ｍ 5.00 5.00 0.45 4.55 1 1.14 0.85 0.85 0.85 1.28 1.55 1.42 未舗装 6.04 4.55 1.02 4.48 1.06

〃 +5.0ｍ 8100-2-1 2.00 2.00 0.45 1.55 1 0.39 0.85 0.85 0.85 1.28 1.55 1.42 市道As 0.05 0.30 2.33 1.55 0.41 1.28 0.91

8099-2 8099-2-1 8099-2-2 14.50 14.50 0.60 13.90 1 3.48 0.85 0.85 0.85 1.36 1.47 1.42 市道Co 0.10 0.20 16.27 13.90 2.96 10.54 4.56

〃 8099-2-2 8099-2-3 5.50 5.50 0.60 4.90 1 1.23 0.85 0.85 0.85 1.49 1.52 1.51 市道Co 0.10 0.20 6.59 4.90 1.12 4.42 1.68

〃 8099-2-3 8099-2-4 11.00 11.00 0.60 10.40 1 2.60 0.85 0.85 0.85 1.52 1.60 1.56 市道Co 0.10 0.20 13.65 10.40 2.24 9.30 3.32

〃 8099-2-4 8099-2-5 5.50 5.50 0.60 4.90 1 1.23 0.85 0.85 0.85 1.62 1.56 1.59 市道Co 0.10 0.20 6.97 4.90 1.12 4.79 1.65

〃 8099-2-5 +30.0ｍ 30.00 30.00 0.15 29.85 7.46 0.85 0.85 0.85 1.56 1.86 1.71 市道Co 0.10 0.20 41.06 29.85 6.12 29.20 8.62

合計 229.50 7.65 221.85 13 55.48 277.26 79.00 142.85 42.92 188.31 68.05

-流用土/0.9

砂基礎工
厚み 10cm

管　　　材

①*{④*(⑤-0.1

発生土処理工
流用土（改良土）

掘削土量

管 布 設 工 ・ 土 工 計 算 表

機械
①*{④*(0.1+

外径)-控除面積}

埋戻工管布設延長

-外径-0.1-⑦)}

掘削土量
砂



7-4 工区 単独 1/1

管径　φ150
路 掘 平

路 人 孔 線 削 掘 均
線 番 号 延 延 削 掘 素掘り 摘要
番 長 長 幅 削 L=2.0m L=2.5m L=2.5m L=3.0m L=3.5m L=4.0m １段 ２段 ３段
号 深 (支保1段) (支保2段)

上流 下流 m m m m m m m m m m m m m m m m

8102 8102-1 8102-2 41.00 41.00 0.85 2.39 41.00 41.00

8100-1 8100-1-1 8100-1-2 14.00 14.00 0.76 1.06 14.00

〃 8100-1-2 8100-1-3 14.00 14.00 0.77 1.11 14.00

〃 8100-1-3 8100-1-4 15.00 15.00 0.79 1.18 15.00

〃 8100-1-4 +2.5m 2.50 2.50 0.81 1.29 2.50

〃 +2.5m 8100-1-5 7.50 7.50 0.81 1.29 7.50

〃 8100-1-5 8100-1-6 21.00 21.00 0.85 1.38 21.00 21.00

〃 8100-1-6 +12.0m 12.00 12.00 0.85 1.46 12.00 12.00

8098 8098-1 8098-2 29.00 29.00 0.80 1.23 29.00

〃 8098-2 +5.0ｍ 5.00 5.00 0.85 1.42 5.00 5.00

〃 +5.0ｍ 8100-2-1 2.00 2.00 0.85 1.42 2.00 2.00

8099-2 8099-2-1 8099-2-2 14.50 14.50 0.85 1.42 14.50 14.50

〃 8099-2-2 8099-2-3 5.50 5.50 0.85 1.51 5.50 5.50

〃 8099-2-3 8099-2-4 11.00 11.00 0.85 1.56 11.00 11.00

〃 8099-2-4 8099-2-5 5.50 5.50 0.85 1.59 5.50 5.50

〃 8099-2-5 +30.0ｍ 30.00 30.00 0.85 1.71 30.00 30.00

合計 229.50 82.00 106.50 41.00 106.50 41.00

土 留 工 計 算 表

アルミ矢板
土留工 支保工

軽量金属



7-4 工区 単独 1/1

管径　φ150
路 掘 平

路 人 孔 線 削 掘 均
線 番 号 延 延 削 掘 L=2.0m L=2.5m L=2.5m L=3.0m L=3.5m L=4.0m H=1.5m L=2.0m L=2.5m L=3.0m L=3.5m L=3.8m 摘要
番 長 長 幅 削 延長 (支保1段) (支保2段) 以下 以下 以下 以下 以下 以下
号 L H 延長 延長 延長 延長 延長 延長 延長 延長 延長 延長 延長 延長

上流 下流 m m m m m m m m m m m m m m m m m

8102 8102-1 8102-2 41.00 41.00 0.85 2.39 41.00 41.00

8100-1 8100-1-1 8100-1-2 14.00 14.00 0.76 1.06 14.00

〃 8100-1-2 8100-1-3 14.00 14.00 0.77 1.11 14.00

〃 8100-1-3 8100-1-4 15.00 15.00 0.79 1.18 15.00

〃 8100-1-4 +2.5m 2.50 2.50 0.81 1.29 2.50

〃 +2.5m 8100-1-5 7.50 7.50 0.81 1.29 7.50

〃 8100-1-5 8100-1-6 21.00 21.00 0.85 1.38 21.00 21.00

〃 8100-1-6 +12.0m 12.00 12.00 0.85 1.46 12.00 12.00

8098 8098-1 8098-2 29.00 29.00 0.80 1.23 29.00

〃 8098-2 +5.0ｍ 5.00 5.00 0.85 1.42 5.00 5.00

〃 +5.0ｍ 8100-2-1 2.00 2.00 0.85 1.42 2.00 2.00

8099-2 8099-2-1 8099-2-2 14.50 14.50 0.85 1.42 14.50 14.50

〃 8099-2-2 8099-2-3 5.50 5.50 0.85 1.51 5.50 5.50

〃 8099-2-3 8099-2-4 11.00 11.00 0.85 1.56 11.00 11.00

〃 8099-2-4 8099-2-5 5.50 5.50 0.85 1.59 5.50 5.50

〃 8099-2-5 +30.0ｍ 30.00 30.00 0.85 1.71 30.00 30.00

合計 229.50 82.00 106.50 41.00 54.50 52.00 41.00

掘削深算定表

アルミ矢板素掘り 掘削深
土留工



1号組立マンホール設置工　（7-4工区・単独路線）



  7-4 工区  単独

名　　　称 細　　　別 単位 数　　量 摘　　　要

鉄　　蓋  受枠共T-14　 個 6

〃  受枠共T-25    　 〃

調整金具  25mmまで　 〃 1

〃  45mmまで　 〃 5

調整リング  H=50mm 〃 2

〃  H=100mm 〃 2

〃  H=150mm 〃 2
 600×900

斜壁ブロック  H=300mm 〃 1
 600×900

〃  H=450mm 〃 3
 600×900

〃  H=600mm 〃 2

床版斜壁  H=150mm 〃

直壁ブロック  H=300mm 〃

〃  H=600mm 〃

〃  H=900mm 〃

〃  H=1200mm 〃

〃  H=1500mm 〃

躯体ブロック  H=600mm 〃 4

〃  H=900mm 〃 2

〃  H=1200mm 〃

〃  H=1500mm 〃

〃  H=1800mm 〃

底版ブロック 〃 6

ブロック据付工  Ｈ≦2.0ｍ 箇所 6

〃  2.0ｍ＜Ｈ≦3.0ｍ 〃

〃  3.0ｍ＜Ｈ≦4.0ｍ 〃

削孔工  VUφ100用 〃

〃  VUφ150用 〃 6

〃  VUφ200用 〃

底 部 工  組立式（本管φ150） 〃 6

〃  組立式（本管φ200） 〃

1号組立マンホール設置工総括表



  7-4 工区  単独 1/1

(箇所) (箇所) (箇所)

ｍ ｍ φ100 φ150 φ200

8100-1-2 0.963 1 1 1 1 1 1 1 1

8100-1-4 1.120 1 1 1 1 1 1 1 1

8100-1-6 1.323 1 1 1 1 1 1 1 1

8098-2 1.168 1 1 1 1 1 1 1 1

8099-2-2 1.386 1 1 1 1 1 1 1 1

8099-2-4 1.516 1 1 1 1 1 1 1 1

1 5 2 2 2 1 3 2 4 2 6 6 6 6

ﾌﾞﾛｯｸ据付工  Ｈ≦2.0m 6 箇所 H= / ＝

 2.0m＜Ｈ≦3.0m 箇所 H= / ＝

 3.0m＜Ｈ≦4.0m 箇所

削
孔
工

床
版
斜
壁

直壁ブロック

φ900

内
副
管
取
付
工

T-25

外
副
管
取
付
工1500 1800

底
版
ブ
ロ

ッ
ク

マンホール
蓋

T-14

底
部
工

1200900300150 600 1500 6001200900150 30045

マ
ン
ホ
ー

ル
番
号

マ
ン
ホ
ー

ル
深

調整リング 斜壁ブロック

25 50 450 600

調整金具

100

φ600

計

１号組立マンホール設置工計算表

φ600 φ600×φ900 φ900

躯体ブロック

（本管部）内副管平均



 7-4 工区 単独 【本管φ150】 　

単位

　１箇所当り

基礎砕石 ｔ＝20ｃｍ × 2 × ｍ × （ ） ｍ
3 0.23

※材料のロス率

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ工 × 2
× （ ＋ × ）

－ × 2
× × ｍ

3 0.15

モルタル上塗工 × 2 － × ＋

× × × ｍ
2 0.71

π/4

0.90 1/2

0.17 0.15

1/2

π 0.15

1号組立マンホール底部工計算表

0.90 0.15 0.90

算　　　　式

π/4 0.15

π/4 0.2

0.90

数　 量

π/4 1/2

工　　種

0.90

1.10 1+0.2



小口径塩ビマンホール設置工 （7-4工区・単独路線）



種　　　　 別 規    格 単位 数    量

塩ビﾏﾝﾎｰﾙ据付工  φ150×300 箇所 8

防護蓋  Ｔ－１４ 個 8

〃  Ｔ－２５ 個

台座 個 8

内蓋 個 8

ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管  φ300  L=4.0m 本 1.9 7.48m÷4.0m

インバート桝

〃  起点(落差) 個

〃  ０° 個

〃  １５° 個 2

〃  ３０° 個 1

〃  ４５° 個 1

〃  ６０° 個 2

〃  ７５° 個

〃  ９０° 個 2

〃  会合 個

マルチタイプ 個

９０°支管 個

15ﾟ自在受口異径ソケット  φ150×100 個 4  起点部取付管用

本管用自在継手  φ150 個 4  中間部、曲点部

摘   　　　要

小口径塩ビマンホール総括表

　7-4 工区　単独



　7-4 工区　単独 1/1

立上り部 内 蓋 台 座
15ﾟ自在
受口 90ﾟ

マルチ
タイプ

T-14 T-25 φ300
異径
ｿｹｯﾄ

支管

起点 0° 15° 30° 45° 60° 75° 90° H-h-0.15 φ150*100 φ150

(Ｈ) （個） （個） （個） （個） （個） （個） （個） （個） （個） （個） （個） (ｍ) （個） （個） （個） （個） （個）

8102 8102-1 2.069 1 1 1.689 1 1 1

8100-1 8100-1-1 0.958 1 1 0.578 1 1 1

〃 8100-1-3 1.045 1 1 0.665 1 1 1

〃 8100-1-5 1.240 1 1 0.860 1 1 1

8098 8098-1 1.091 1 1 0.711 1 1 1

8099-2 8099-2-1 1.252 1 1 0.872 1 1 1

〃 8099-2-3 1.413 1 1 1.033 1 1 1

〃 8099-2-5 1.453 1 1 1.073 1 1 1

10.521 2 1 1 2 2 8 7.481 8 8 4 4

個

8 個

1.32 平均深

本管用
自在
継手

合　計

防 護 蓋

小口径塩ビマンホール計算表

インバート部

150*300　　h=0.23m

マ
ン
ホ
ー
ル
番
号

マ
ン
ホ
ー
ル
深

路
線
番
号



桝・取付管布設工　（7-4工区・単独路線）



　7-4　工区　　単独

 取付管土工

機械掘削工 22.01

人力掘削工

管 基 礎 工  砂：機械 ｍ 24.91

〃  砂：人力 ｍ

機械埋戻工  砂 2.73

〃 流用土（改良土） 15.45

人力埋戻工  砂

〃 流用土（改良土）

発生土処理工  土砂 ：機械 4.84

〃  土砂 ：人力

掘削土運搬工  土砂 ：機械 22.01

〃  土砂 ：人力

防護コンクリート 0.34 取付管水路横断部

同上型枠 2.45

桝 ・ 取 付 管 布 設 工 総 括 表 (1)

 ＢＨ　0.20ｍ3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

名 称 細 別 単位

ｍ
3

ｍ
2

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

数 量 摘 要

ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3



　7-4　工区　　単独

 桝・取付管布設工

小口径汚水桝  マルチ桝 φ200-150 個

〃  マルチ桝 φ200-100 個 7
 ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管

硬質塩化ビニル管  ＶＵφ150　Ｌ＝4.0ｍ/本 本
 ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管

〃  ＶＵφ100　Ｌ＝4.0ｍ/本 本 8  31.40÷4.0ｍ/本

９０°支管  φ200×φ150 個

〃  φ200×φ100 個

〃  φ150×φ150 個

〃  φ150×φ100　（通常） 個 1

〃  φ150×φ100　（ｺﾝﾊﾟｸﾄ） 個 2

異径ソケット  φ150×φ100 個 4 小口径マンホールにて計上

可とう継手  φ100 個

ゴム輪受口自在曲管  φ150×0° 個

〃  φ100×0° 個 7

〃  φ100×30° 個

〃  φ150×60° 個

〃  φ100×60° 個 1

〃  φ150×75° 個

〃  φ100×75° 個

接着受け口カラー継手  φ200 個 7

〃  φ150 個

〃  φ100 個 8

塩ビ製キャップ  ＶＵφ150 個

〃  ＶＵφ100 個

ドロップ桝用落差管  ＶＵφ150 本

〃  ＶＵφ100 本

公共桝蓋  塩ビ製 個 1

〃  鋳鉄製 個 6

公共桝蓋台座 個 6

公共桝蓋内蓋  塩ビ製密閉式 個 6
 硬質塩ビﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管

立　上　り　管  ＶＵφ200　Ｌ＝4.0ｍ/本 本 1  2.40÷4.0ｍ/本

桝 ・ 取 付 管 布 設 工 総 括 表 (2)

名 称 細 別 単位 数 量 摘 要



　7-4　工区　　単独

名 称 細 別 単位 数 量 摘 要

汚水桝設置工  Ｈ＝1.0ｍ以下（鋳鉄蓋） 箇所 3

〃  Ｈ＝1.5ｍ以下（　 〃 　） 箇所 2

〃  Ｈ＝2.0ｍ以下（　 〃 　） 箇所 1

〃  Ｈ＝3.0ｍ以下（　 〃 　） 箇所

〃  Ｈ＝1.0ｍ以下（塩ビ蓋） 箇所 1

〃  Ｈ＝1.5ｍ以下（　 〃 　） 箇所

〃  Ｈ＝2.0ｍ以下（　 〃 　） 箇所

〃  Ｈ＝3.0ｍ以下（　 〃 　） 箇所

支管取付工 箇所 3
 31.4÷7箇所

取付管布設工 ｍ 31.40 　　＝4.49ｍ（平均）

桝 ・ 取 付 管 布 設 工 総 括 表 (3)



　7-4　工区　　単独

名 称 細 別 単位 数 量 摘 要

 舗装仮復旧工
 ｔ＝20㎝以下

舗装切断工 As 10.56  付帯工にて計上
 ｔ＝20㎝以下

〃 Co 5.32  付帯工にて計上

 ｔ＝10㎝以下
舗装版破砕工 As 5.07  付帯工にて計上

 ｔ＝10㎝以下
〃 Co 2.10  付帯工にて計上

産 廃 処 分  As ：機械 0.25  付帯工にて計上

〃  Co ：機械 0.21  付帯工にて計上
市道車道部  再生粗粒度As

Aｓ　表　層　工  ｔ＝ 3㎝ 5.07  付帯工にて計上
市道車道部  粒調砕石

Aｓ　上層路盤工  ｔ＝12㎝ 5.07  付帯工にて計上
市道車道部  再生クラッシャーラン

Aｓ　下層路盤工  ｔ＝15㎝ 5.07  付帯工にて計上
私道車道部  再生粗粒度As

Aｓ　表　層　工  ｔ＝ 3㎝
私道車道部  粒調砕石

Aｓ　上層路盤工  ｔ＝12㎝
私道車道部  再生クラッシャーラン

Aｓ　下層路盤工  ｔ＝15㎝
市道車道部  コンクリート

Co　表　層　工  ｔ＝10㎝ 2.10  付帯工にて計上
市道車道部  再生クラッシャーラン
Co　路 盤 工  ｔ＝10㎝ 2.10  付帯工にて計上

砂 利 道  再生クラッシャーラン
路 盤 工  ｔ＝10㎝

ｍ
2

ｍ
2

ｍ
3

ｍ

ｍ
3

ｍ

ｍ
2

桝 ・ 取 付 管 布 設 工 総 括 表 (4)

ｍ
2

ｍ
2

ｍ
2

ｍ
2

ｍ
2

ｍ
2

ｍ
2



　7-4　工区　　単独
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

 取付管土工

機械掘削工 22.01 22.01

人力掘削工 〃

管 基 礎 工  砂：機械 ｍ 24.91 24.91

〃  砂：人力 〃

機械埋戻工  砂 2.73 2.73

〃 流用土（改良土） 〃 15.45 15.45

人力埋戻工  砂 〃

〃 流用土（改良土） 〃

発生土処理工  土砂 ：機械 〃 4.84 4.84

 砂：人力 〃

掘削土運搬工  土砂 ：機械 〃 22.01 22.01

 砂：人力 〃

取付管水路横断部

防護コンクリート 0.34

同上型枠 2.45

合 計 摘 要

 ＢＨ　0.20ｍ3 ｍ3

ｍ3

桝 ・ 取 付 管 布 設 土 工 集 計 表 (1)

名 称 細 別 単位

ｍ3

ｍ2



　7-4　工区　　単独
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

 舗装仮復旧工
 ｔ＝20㎝以下

舗 装 切 断 工 As ｍ 10.56 10.56  付帯工にて計上

 ｔ＝20㎝以下
〃 Co 〃 5.32 5.32  付帯工にて計上

 ｔ＝10㎝以下
舗装版破砕工 As ｍ2

5.07 5.07  付帯工にて計上

 ｔ＝10㎝以下
〃 Co 〃 2.10 2.10  付帯工にて計上

産  廃  処  分  As ：機械 ｍ3
0.25 0.25  付帯工にて計上

〃  Co ：機械 〃 0.21 0.21  付帯工にて計上

市道車道部  再生密粒度As
Aｓ　表　層　工  ｔ＝ 3㎝ ｍ2

5.07 5.07  付帯工にて計上

市道車道部  粒調砕石
Aｓ　上層路盤工  ｔ＝12㎝ 〃 5.07 5.07  付帯工にて計上

市道車道部  再生クラッシャーラン
Aｓ　下層路盤工  ｔ＝15㎝ 〃 5.07 5.07  付帯工にて計上

私道車道部  再生密粒度As
Aｓ　表　層　工  ｔ＝ 3㎝ 〃
私道車道部  粒調砕石

Aｓ　上層路盤工  ｔ＝12㎝ 〃
私道車道部  再生クラッシャーラン

Aｓ　下層路盤工  ｔ＝15㎝ 〃
市道車道部  コンクリート

Co　表　層　工  ｔ＝ 10㎝ 〃 2.10 2.10  付帯工にて計上

市道車道部  再生クラッシャーラン
Co　路 盤 工  ｔ＝10㎝ 〃 2.10 2.10  付帯工にて計上

砂 利 道  再生クラッシャーラン
路 盤 工  ｔ＝10㎝ 〃

摘 要単位 合 計名 称 細 別

桝・取付管布設舗装工集計表(２)



　7-4　工区　　単独
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

小口径汚水桝 マルチ桝 φ200-150 個

〃 マルチ桝 φ200-100 〃 7 7
 ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管  0.00÷4.0ｍ/本

硬質塩化ビニル管  ＶＵφ150　Ｌ＝4.0ｍ/本 ｍ
 ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管  31.40÷4.0ｍ/本

〃  ＶＵφ100　Ｌ＝4.0ｍ/本 〃 31.40 31.40 　＝ 8.0本

９０°支管  φ200×φ150 個

〃  φ200×φ100 〃

〃  φ150×φ150 〃

〃  φ150×φ100（通常） 〃 1 1

〃  φ150×φ100（ｺﾝﾊﾟｸﾄ） 〃 2 2
小口径マンホール

異径ソケット  φ150×φ100 〃 4 4 にて計上

可とう継手  φ100 〃

ゴム輪受口自在曲管  φ150×0° 〃

〃  φ100×0° 〃 7 7

〃  φ100×30° 〃

〃  φ150×60° 〃

〃  φ100×60° 〃 1 1

〃  φ150×75° 〃

〃  φ100×75° 〃

接着受け口カラー継手  φ200 〃 7 7

〃  φ150 〃

〃  φ100 〃 8 8

合 計

桝 ・ 取 付 管 布 設 工 集 計 表 ( １ )

名 称 細 別 単位 摘 要



　7-4　工区　　単独
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

塩ビ製キャップ  ＶＵφ150 個

〃  ＶＵφ100 〃
 0.00÷4.0ｍ/本

ドロップ桝用落差管  ＶＵφ150 ｍ
 0.00÷4.0ｍ/本

〃  ＶＵφ100 〃

公共桝蓋  塩ビ製 個 1 1

〃  鋳鉄製 〃 6 6

公共桝蓋台座 〃 6 6

公共桝蓋内蓋  塩ビ製密閉式 〃 6 6
 硬質塩ビﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管  2.40÷4.0ｍ/本

直　管  ＶＵφ200　Ｌ＝4.0ｍ/本 ｍ 2.40 2.40 　＝ 1.0本

汚水桝設置工  Ｈ＝1.0ｍ以下（鋳鉄蓋） 箇所 3 3

〃  Ｈ＝1.5ｍ以下（　 〃 　） 〃 2 2

〃  Ｈ＝2.0ｍ以下（　 〃 　） 〃 1 1

〃  Ｈ＝3.0ｍ以下（　 〃 　） 〃

〃  Ｈ＝1.0ｍ以下（塩ビ蓋） 〃 1 1

〃  Ｈ＝1.5ｍ以下（　 〃 　） 〃

〃  Ｈ＝2.0ｍ以下（　 〃 　） 〃

〃  Ｈ＝3.0ｍ以下（　 〃 　） 〃

支管取付工 箇所 3 3

取付管布設工 ｍ 31.40 31.40

名 称 細 別 単位 合 計 摘 要

桝 ・ 取 付 管 布 設 工 集 計 表 ( ２ )



小口径汚水桝　桝深計算検討表 　7-4　工区　　単独 　7-4　工区　　単独

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ Ｌ Ｌ1 ｈ ｉ ｊ ｋ A Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ｂ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ Ｃ D ⑩ ⑨

勾配
本管

土被り
勾配

取付管
落差

流出
管底高

流出
管底高

勾配
宅内配管

高低差
流入高
の計算

流出
管底高

最低
流出

管底高
桝深

桝
落差

(‰)
ａ-本管
頂高

(‰) Ｌ×ｉ ａ-ｋ-ｈ Ⅰ-Ⅲ-ｈ (‰)
③×⑥＋
④＋⑤

②-⑦ ⑧-0.05
min

(A,B,C,D
)

①－D
⑧-(①-

⑩)

8098 100 鋳鉄蓋 未舗装 6.16 0.68 150 8098-1 5.069 3.0 0.0 5.224 5.069 0.94 -0.11 開削工法 4.1 3.1 100 10.0 0.041 0.60 5.450 6.26 6.17 44.0 0.20 100 15.0 0.960 5.210 5.160 5.160 1.10 0.05 Ｓ 人孔

8100 101 鋳鉄蓋 未舗装 6.28 0.66 150 8100-1-2 5.267 3.0 12.7 5.383 5.228 0.90 0.06 開削工法 4.2 3.2 100 10.0 0.042 0.60 5.570 6.48 6.48 40.0 0.20 100 15.0 0.900 5.580 5.530 5.530 1.00 0.10 Ｓ Ａ

8100 102 鋳鉄蓋 未舗装 6.27 0.66 150 8100-1-2 5.267 3.0 3.2 5.412 5.257 0.86 -0.08 開削工法 3.7 2.7 100 10.0 0.037 0.60 5.560 6.27 6.51 49.0 0.20 100 15.0 1.035 5.475 5.425 5.425 0.90 0.11 Ｓ Ａ

8100 103 鋳鉄蓋 未舗装 6.30 0.66 150 8100-1-1 5.342 3.0 0.0 5.497 5.342 0.80 0.01 開削工法 3.3 2.3 100 10.0 0.033 0.60 5.590 6.54 6.49 24.0 0.20 100 20.0 0.780 5.710 5.660 5.590 1.00 0.17 Ｓ 人孔

8099-2 107 塩ビ蓋 市道Co 6.15 0.85 150 8099-2-1 4.828 3.0 4.2 4.970 4.815 1.18 0.28 開削工法 2.0 1.0 100 10.0 0.020 0.60 5.440 6.17 6.54 44.0 0.20 100 20.0 1.180 5.360 5.310 5.310 0.90 0.09 Ｓ Ｂ

8102 108 鋳鉄蓋 市道Co 6.08 0.85 150 8099-2-1 4.828 3.0 0.0 4.983 4.828 1.10 -0.11 開削工法 6.2 5.2 100 10.0 0.062 0.60 5.370 5.17 2.70 0.10 4.960 6.14 6.12 52.0 0.20 100 15.0 1.080 5.040 4.990 4.960 1.20 0.10 Ｓ 人孔

8102 109 鋳鉄蓋 市道As 6.27 0.85 150 8102-1 4.201 3.0 0.0 4.356 4.201 1.91 -0.11 開削工法 7.9 6.9 100 10.0 0.079 0.60 5.560 4.61 1.20 0.10 4.400 6.23 6.21 70.0 0.20 100 20.0 1.700 4.510 4.460 4.400 1.90 0.18 Ｓ 人孔

道

路

種

別

管径
起点
人孔
No

水路
幅

最小
土被り
基準

取

付

工

法

取付
延長

宅

地

番

号

氏　名

本 管 頂 高 の 計 算

道路
地盤高

管径

保

護

蓋

種

別

本　　　　　　　　　　　　　管

掘削幅
本管

管底高
接続
落差

路

線

番

号

取付
タイ
プ

桝
種別

小  口  径  汚  水  桝

道路
内

延長

地下埋
による
管底高

桝設置
地盤高

起点
人孔
流出

管底高

起点
からの
追加
距離

本管
管頂高

取　　　　付　　　　管

水路
(側溝)
底高

地下埋
設物の
種　類

水路・側溝・地下埋設等障害物
埋設物 (Ｄ)

取付管
との
離隔
基準

宅内
起点

土被り

宅内
配管
径

宅　　内　　配　　管

宅内
配管長

起点宅
地

地盤高

　

　

ポ

イ

ン

ト

コ

ン

ト

ロ

ー

ル
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a ② ④＋⑤ ③ ⑥ ③×⑥ ①
④+⑤+③×

⑥+(①-②) C A B D ⑩ L i j ①-⑩-j f

地
盤
高

管
頂
高

起点
地盤高

設
置
深
さ

延長 勾配 高差
設置

地盤高

流入高
による
桝深

流入高に
よる流出
管底高

取付管最
小土被りに
よる流出管

底高

水路下越
し下端高

による流出
管底高

汚水桝
深最低

高さ
min(A,B,C)

桝

深
延長 勾配 高差

取付管
管底高

取付
余裕

(ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (‰) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (‰) (ｍ) (ｍ) (ｍ)

8098 100 人孔 鋳鉄 6.16 5.224 6.17 0.30 44.0 15.0 0.66 6.26 1.05 5.160 5.450 5.160 1.10 4.10 10.0 0.041 5.119 -0.11 その他

8100 101 支管 鋳鉄 6.28 5.383 6.48 0.30 40.0 15.0 0.60 6.48 0.90 5.530 5.570 5.530 1.00 4.20 10.0 0.042 5.438 0.06 その他

8100 102 支管 鋳鉄 6.27 5.412 6.51 0.30 49.0 15.0 0.74 6.27 0.80 5.425 5.560 5.425 0.90 3.70 10.0 0.037 5.333 -0.08 その他

8100 103 人孔 鋳鉄 6.30 5.497 6.49 0.30 24.0 20.0 0.48 6.54 0.83 5.660 5.590 5.590 1.00 3.30 10.0 0.033 5.507 0.01 その他

8099-2 107 支管 塩ビ 6.15 4.970 6.54 0.30 44.0 20.0 0.88 6.17 0.81 5.310 5.440 5.310 0.90 2.00 10.0 0.020 5.250 0.28 その他

8102 108 人孔 鋳鉄 6.08 4.983 6.12 0.30 52.0 15.0 0.78 6.14 1.10 4.990 5.370 4.960 4.960 1.20 6.20 10.0 0.062 4.878 -0.11 その他

8102 109 人孔 鋳鉄 6.27 4.356 6.21 0.30 70.0 20.0 1.40 6.23 1.72 4.460 5.560 4.400 4.400 1.90 7.90 10.0 0.079 4.251 -0.11 その他

汚

水

桝

設

置

保

護

蓋

の

種

類

本　　管

小 口 径 汚 水 桝 深 さ 計 算 書
道路形態による汚水桝深排水設備による汚水桝深 取　　　付　　　管

起点人
孔種別
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宅　内　桝 宅内配管

路
線
番
号

宅

地

番

号

氏 名

①

1

4

2

取付管延長
人孔取付

(コンクリ製)
その他取付

3m＞L

3m≦L<5m

5m≦L
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掘
削
幅

本
管

底
掘
削
幅

取
付
管

取
付
延
長

 
 

延
長

道
路
内

平
均
掘
削
幅

取
付
管

平
均
掘
削
幅

取
付
管

ｂ ｂ’ Ｌ Ｌ1 ｂ2 ｂ3

(ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ) (ｍ) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ) (ｍ3) (ｍ3) (ｍ3)

8098 100 0.68 0.55 4.10 3.10 未舗装 1.10 0.66 2.76 2.00 1.20 0.67 1.00 0.80 2.80 3.76 0.41 2.01 0.57

8100 101 0.66 0.55 4.20 3.20 未舗装 0.90 0.64 2.87 1.65 1.10 0.66 1.00 0.73 2.38 3.87 0.42 1.58 0.62

8100 102 0.66 0.55 3.70 2.70 未舗装 1.00 0.65 2.37 1.54 1.00 0.65 1.00 0.65 2.19 3.37 0.37 1.49 0.53

8100 103 0.66 0.55 3.30 2.30 未舗装 0.86 0.64 1.97 1.08 1.10 0.66 1.00 0.73 1.81 2.97 0.33 1.20 0.48

8099-2 107 0.85 0.55 2.00 1.00 市道Co 0.10 0.20 0.98 0.65 0.58 0.33 1.00 0.65 1.00 0.65 0.98 1.58 0.17 0.62 0.29

8102 108 0.85 0.55 6.20 5.20 2.70 市道Co 0.10 0.20 1.24 0.67 2.08 1.59 1.30 0.68 1.00 0.88 2.47 3.08 0.34 1.67 0.61 防護Co

8102 109 0.85 0.55 7.90 6.90 1.20 市道As 0.05 0.30 2.04 0.75 5.28 7.88 2.00 0.75 1.00 1.50 9.38 6.28 0.69 6.88 1.74 防護Co

合 計 22.01 24.91 2.73 15.45 4.84

道路内掘削深＝道路地盤高ａ－(桝設置地盤高①－桝深⑩)＋0.10m

道路内掘削延長＝Ｌ1－ｂ/2－Ⅱ

道路内掘削土量＝b2×道路内掘削延長×(道路内掘削深－表層厚)

宅地内掘削深＝桝深⑩＋0.10m

宅地内掘削延長＝Ｌ－Ｌ1

宅地内掘削土量＝b3×宅地内掘削延長×宅地内掘削深

掘削幅＝（（（H*0.2）+0.55）+0.55）/2

　
　
掘
削
深

　
宅
地
内

埋　戻　工

残
土
処
分

改
良
土

掘
削
全
土
量

　
掘
削
土
量

　
宅
地
内

管

基

礎

工

宅
地
番
号

氏 名

水
路
控
除
Ⅱ

　
掘
削
延
長

　
宅
地
内

砂

所　　　　　　属　　　　　　管　　　　　　渠

備　    考  

掘　　　　　　　　削　　　　　　　　工

　
掘
削
土
量

　
道
路
内

　7-4　工区　　単独 小 口 径 汚 水 桝 及 び 取 付 管 土 工 計 算 書

路
線
番
号

　
掘
削
延
長

　
道
路
内

表

層

厚

　
　
掘
削
深

　
道
路
内

道

路

種

別

舗

装

全

厚

硬質塩化ビニル管
φ100VU

B=0.2H+550

H2
H1

掘
削

深
H

3
14

10
0

1
14

10
0

100

550

掘 削 幅

舗装

流用土

砂
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本
管
開
削
幅

道
路
内
延
長

水

路

控

除

上

掘

削

幅

取

付

管

舗
装
切
断
工

舗
装
切
断
工

舗
装
版
破
砕
工

舗
装
版
破
砕
工

産
廃
処
分

産
廃
処
分

市
 

道

市
 

道

私
 

道

歩
 

道

砂
利
道

b L1 Ⅱ ｂ4 As Co As Co As Co As Con As As

(ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (ｍ) (切) (ｍ) (ｍ) (ｍ
2
) (ｍ

2
) (ｍ

3)
(ｍ

3)
(ｍ

2
) (ｍ

2
) (ｍ

2
) (ｍ

2
) (ｍ

2
) (ｍ

2
) (ｍ

2
)

8098 100 0.68 3.10 0.77 未舗装 2.76

8100 101 0.66 3.20 0.73 未舗装 2.87

8100 102 0.66 2.70 0.75 未舗装 2.37

8100 103 0.66 2.30 0.72 未舗装 1.97

8099-2 107 0.85 1.00 0.75 市道Co 0.58 0.10 0.20 2 1.16 0.44 0.04 0.44

8102 108 0.85 5.20 2.70 0.80 市道Co 2.08 0.10 0.20 2 4.16 1.66 0.17 1.66

8102 109 0.85 6.90 1.20 0.96 市道As 5.28 0.05 0.30 2 10.56 5.07 0.25 5.07

合 計 10.56 5.32 5.07 2.10 0.25 0.21 5.07 2.10

備　    考

　7-4　工区　　単独 小 口 径 汚 水 桝 及 び 取 付 管 舗 装 工 計 算 書

表

層

厚

氏 名

舗

装

全

厚

舗　　　装　　　取　　　壊　　　し

取
壊
し
延
長

所　　　　　属　　　　　管　　　　　渠

路

線

番

号

宅

地

番

号

舗
装
切
断
数

道

路

種

別

仮　　　　　復　　　　　旧

硬質塩化ビニル管
φ100VU

B=0.2H+550

H
2

H
1

掘
削

深
H

3
1
41
0
0

1
1
4

1
0
0

100

550

掘 削 幅

舗装

流用土

砂



①

通常
タイプ

コン
パクト
タイプ

０ﾟ ３０ﾟ ６０ﾟ ７５ﾟ

(ｍ) (ｍ) (ｍ) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (ｍ) (個) (個) (個) (個) (個) (個) (m) (個) (個)

8098 100 1.10 0.68 4.10 4.10 1 1 1 1 1 1 1 0.30 1

8100 101 1.00 0.66 4.20 4.20 1 1 1 1 1 1 1 0.20 1

8100 102 0.90 0.66 3.70 3.70 1 1 1 1 1 1 1 0.10 1

8100 103 1.00 0.66 3.30 3.30 1 1 1 1 1 1 1 0.20 1

8099-2 107 0.90 0.85 2.00 2.00 1 1 1 2 1 1 0.10 1

8102 108 1.20 0.85 6.20 6.20 1 1 1 1 1 1 1 0.40 1

8102 109 1.90 0.85 7.90 7.90 1 1 1 1 1 1 1 1.10 1

31.40 1 2 4 7 1 8 7 1 6 6 6 2.40 7

桝設置工(箇所)
鋳鉄蓋　　　塩ビ蓋

0             0
3             1
0             0
2             0 (Bタイプ) (Aタイプ) (小口径人孔直結タイプ) (人孔直結タイプ)
0             0
1             0
0             0
0             0

Ⅳ　型

小 口 径 汚 水 桝 及 び 取 付 管 材 料 計 算 書

　
　
落
差
管

ド
ロ

ッ
プ
桝

用

備　考

鋳
鉄
蓋
台
座

密
閉
式
内
蓋

取　付　管　材　料　(φ100)

（φ200－100）

異径
ｿｹｯﾄ
150-
100

可とう
継手
φ100

直
管

宅
地
番
号

氏 名

 
本
管

掘
削
幅
b

桝

深

カ
ラ
ー

継
手

直
管

取
付
延
長
L

ゴム輪受け口自在曲管
90ﾟ

支管
150-
100

  90ﾟ支管150-100

Ⅰ　型

所　属　管　渠

路
線
番
号

　7-4　工区　　単独

ド
ロ

ッ
プ
桝

塩
　
ビ
　
蓋

鋳
鉄
蓋

Ⅱ　型 Ⅲ　型

小　口　径　汚　水　桝　(φ200－100)

キャッ
プ

φ100

接
着
受
口
カ

ラ
ー

マ
ル
チ
桝

合 計

汚 水 桝

 H=1.0m以下

 H=1.5m以下

 H=2.0m以下

 H=3.0m以下



防護コンクリート工（取付管水路横断部）

単位

8102路線

取付管（109） L= 1.20 ｍ

取付管（108） L= 2.70 ｍ

計 L= 3.90 ｍ

V = (0.314×0.314－0.114
2
×π/4)× 3.90 ＝ ㎥ 0.34

同上型枠 A = 0.314×2×3.90 ＝ ㎡ 2.45

数　量名　　称 算　　　式

8099-2路線

コンクリ－ト



付　　帯　　工　（7-4工区・単独路線）



　7-4　工区　単独

種　　　　 別 規    格 単位 数    量

舗装切断工  As　t=20cm以下 ｍ 177.56

〃  Co　t=20cm以下 ｍ 138.32
 As　直接掘削積込

舗装取り壊し工  t=10cm以下 m2 75.75
 Co　直接掘削積込

〃  t=10cm以下 m2 58.64
 Co　掘削積込

〃  t=15～35cm以下 m2

IRブロック取外工  IRブロック m2

 Co舗装部
仮復旧工  再生粗粒As　t=3cm m2

 Co舗装部 市道車道Co
〃  ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　t=20cm m2 58.64

〃  再生粗粒As　t=3cm m2

〃  粒調砕石　t=15cm m2

〃  再生粗粒As　t=3cm m2

〃  ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　t=10cm m2

〃  再生粗粒As　t=3cm m2

〃  粒調砕石　t=12cm m2

〃  ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　t=15cm m2

市道車道As
〃  再生粗粒As　t=3cm m2 75.75

〃  粒調砕石　t=12cm m2 75.75

〃  ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　t=15cm m2 75.75

ガラ処分工  Asｶﾞﾗ m3 3.78

〃  Coｶﾞﾗ m3 5.87

摘   　　　要

付帯工総括表　　
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単位 数量

167.00 取付管 ＋ 10.56 177.56

133.00 取付管 ＋ 5.32 138.32

70.68 取付管 ＋ 5.07

75.75

56.54 取付管 ＋ 2.10 58.64

56.54 取付管 ＋ 2.10 58.64

70.68 取付管 ＋ 5.07 75.75

Ａｓ舗装
1.4≦ｂ≦3.0

Ａｓ舗装
3.0＜ｂ
Ａｓ舗装

1.4≦ｂ≦3.0
Ａｓ舗装
3.0＜ｂ

3.53

取付管 ＋ 0.25 3.78

5.66 取付管 ＋ 0.21 5.87

＋

t=10cm

仮復旧工

Ｃｏ舗装

Ａｓ舗装

路盤掘削工

Ａｓ舗装

Ａｓ舗装

Ａｓ舗装

Ａｓ舗装

砂利道

本復旧工表層工

Co舗装

t=3cm

工　　種

舗装切断工

Ｃｏ舗装
(ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ)

t=20cm

舗装取壊し工

t=10cm

t=10cm以下

IR舗装

t=3cm

ｍ
2

t=20cm以下

Ｃｏ舗装

ｍ
2

Ａｓ舗装

ｍ
2

t=8cm

ｍ
3

付帯工集計表

ｍＡｓ舗装

ｍ
2

ｍ
2

ｍ

Ｃｏ舗装

t=20cm以下

IRブロック取外工

ｍ
2t=3cm

t=3cm

t=3cm ｍ
2

ｍ
2

区画線復旧工

白実線

文字等

Ａｓ殻

発生土処理工 土砂

ガラ処分

Ｃｏ殻

白実線

黄実線

ｍ
3

ｍ
2

t=2cm

ｍ
2

ｍ
3

ｍ
2

t=10cm

t=5cm

ｍ
2t=10cm

t=3cm

ｍ
2

ｍ
2

t=5cm

ｍ

ｍW=15㎝換算

W=15㎝

ｍ
3

ｍ
3

W=30㎝ ｍ

W=30㎝ ｍ
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舗 道路 路線 舗装 掘 復 舗装

路線番号 装 幅員 延長 延長 削 旧 5 4 3 2 1 切断

種 幅 幅 Ｃｏ Ａｓ Ｃｏ Ａｓ Ａｓ Ａｓ Co As As As As Ａｓ Ａｓ Ｃｏ Ｃｏ Ａｓ Ａｓ Ａｓ Co Ａｓ As As As As Co

別 t=10cm t=10cm以下 t=10cm t=3cm t=5cm t=5cm t=3cm t=3cm t=3cm t=3cm Ａｓ t=3cm t=10cm以下 t=10cm ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 t=10cm t=2cm t=3cm t=3cm t=5cm t=5cm t=10cm

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ2 ｍ2 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ3 ｍ2 ｍ2 ｍ2 ｍ2 ｍ2 ｍ ｍ2 ｍ2 ｍ2 ④～⑧ ④～⑧ ④～⑧ ｍ3 ｍ3 ｍ2 ｍ2 ｍ2 ｍ2 ｍ2

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ *0.03 *0.03 *0.03+ 1.4≦ｂ≦3.0 3.0＜ｂ 1.4≦ｂ≦3.0 3.0＜ｂ

①*② ①*② ①*② ①*② (③-②) (③-②) (③-②) (③-②)

*0.10 *0.03 *0.05 *0.05 *① *① *①*0.10 *①*0.05

8102 8102-1 8102-2 市道As 41.00 41.00 0.85 82.00 34.85 1.74 34.85

8100-1 8100-1-1 8100-1-2 未舗装 14.00 14.00 0.76

〃 8100-1-2 8100-1-3 未舗装 14.00 14.00 0.77

〃 8100-1-3 8100-1-4 未舗装 15.00 15.00 0.79

〃 8100-1-4 +2.5m 未舗装 2.50 2.50 0.81

〃 +2.5m 8100-1-5 市道As 7.50 7.50 0.81 15.00 6.08 0.30 6.08

〃 8100-1-5 8100-1-6 市道As 21.00 21.00 0.85 42.00 17.85 0.89 17.85

〃 8100-1-6 +12.0m 市道As 12.00 12.00 0.85 24.00 10.20 0.51 10.20

8098 8098-1 8098-2 未舗装 29.00 29.00 0.80

〃 8098-2 +5.0ｍ 未舗装 5.00 5.00 0.85

〃 +5.0ｍ 8100-2-1 市道As 2.00 2.00 0.85 4.00 1.70 0.09 1.70

8099-2 8099-2-1 8099-2-2 Co舗装 14.50 14.50 0.85 0.85 29.00 12.33 1.23 12.33

〃 8099-2-2 8099-2-3 Co舗装 5.50 5.50 0.85 0.85 11.00 4.68 0.47 4.68

〃 8099-2-3 8099-2-4 Co舗装 11.00 11.00 0.85 0.85 22.00 9.35 0.94 9.35

〃 8099-2-4 8099-2-5 Co舗装 5.50 5.50 0.85 0.85 11.00 4.68 0.47 4.68

〃 8099-2-5 +30.0ｍ Co舗装 30.00 30.00 0.85 0.85 60.00 25.50 2.55 25.50

229.50 229.50 133.00 167.00 56.54 70.68 5.66 3.53 56.54 70.68

229.50 229.50 133.00 167.00 56.54 70.68 5.66 3.53 56.54 70.68

路盤掘削舗装取壊し ガラ処分

⑨*③

本復旧

表層工

⑥*0.10 ⑨*③⑨*③

舗装種別

①*② ⑨*③①*2 ⑧*0.02 ⑨*③

付帯工（本管）計算表

①*②

掘削時

ｔ＝20cm以下

仮復旧工

舗装取壊し

Ｃｏ

①*2

合計

小計

①*②①*②①*② ①*② ④～⑧①*②

人　　孔

番　　号
ガラ処分

上流 Ａｓ下流

舗装切断

①*2



推進工 数量計算書 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単独路線）

令和７年度　

公共下水道 汚水枝線（７-４工区）築造工事

（尾崎西分地区面整備）



推 進 工 数 量 計 算 書

（7-4工区・単独路線）



１．本管推進工（簡易推進：鋼製さや管方式）



費目 工種

管きょ工　(簡易推進工法、鋼管径300㎜、鋼製さや管方式）

管路

スペーサー 鋼管φ300-VUφ150用 個 3

ｍ
3 0.4

1.8

1

ｍ

箇所

1

箇所 1

坑口工

0.40

鏡切り

ｍ

箇所

ｍ

箇所

箇所

箇所

ｍ
3

推進設備工

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管

式発生土処理

坑口

1

　〃

アルミ矢板

2

4

1

0.4

　〃

　〃

ｍ

5.00

ｍ

ｍ

仮設備工(鋼製さや管)

鏡切工

　〃

中込め注入設備工

5.40

立坑内管布設工

外径318.5　t=6.9

推進用ネジ切り鋼管

鋼製さや管推進工

本

個

規　格 単位

本

ｍ

L=4.0ｍ/本

VUφ150用

推進用鋼管 ｍ

挿入塩ビ管

L=0.45ｍ/本

数　量　総　括　表

種　別 細　別 種　目 数　量

5.00

12

硬質塩化ビニル管

接着受口カラー

発生土受入費

塩ビ管挿入工

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管布設工

到達用

小型立坑

中込め注入設備工

推進設備等設置撤去

1

ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ

既設人孔用

箇所

5.00

中込注入量 ｍ
3 0.26

発進用

発生土処分工

中込注入工



ｍ 6.00

ｍ 5.40

ｍ 5.00

ｍ 0.40

本 12

L=1.33m/本

本 2

個 4

個 3

ｍ 5.00

(ｍ
3
) (0.26)

ｍ 5.00

0.052 m
3
/m

0.080 m
3
/m

ｍ
3

0.40
発生土処理

0.3185^2（管外径）×π/4＝

(0.26)

5.00

接着受口カラー

(管渠延長÷1.33)-1

中込注入工

管
材

スペーサー

(推進延長÷1.33)-1 3

線 路 延 長

管 渠 延 長

推 進 延 長

ネジ切り鋼管

(推進延長÷0.45)

VU管

(管渠延長÷4.0)

管 渠 諸 元

立 坑 番 号

人 孔 形 状

立 坑 形 状

種　　 　別

路 線 番 号

推 進 方 向

12

4

2

開削溝

発進立坑

←

管布設延長

5.00

5.40

6.00

8102-2 8101-1

内径1.200

2号組立 

到達立坑

φ2000

外径2.000

0.40

合計 摘要
8102

SPφ300㎜(VUφ150mm)

数　量　計　算　書

細別

推進用鋼管（簡易推進工：鋼製さや管推進工法）

単位

0.40

5.00

(注入量)

中込め注入量（0.3047^2(鋼管内径)-0.165^2（塩ビ管外径））×π/4＝

塩ビ管挿入工



種別

仮設備工(簡易推進工：鋼製さや管方式)

　細別

　　種目

N= 1

×

箇所

箇所

箇所

ｍ

ｍ

ｍ

箇所

箇所

箇所

箇所

ｍ/箇所

　　　　　　下水道用設計標準歩掛P.157より

1.8 1.80箇所1

　小型立坑　ｔ=12～19㎜

スパン 鏡切工箇所数　計

1

1

1.8

1

中込め注入設備工

推進設備等設置撤去

推進設備工

中込め注入設備工

1坑口工　計

鏡切工

計　　算　　式 数　量

数　量　計　算　書

単位

　呼び径φ300㎜　発進用

坑口工

　呼び径φ300㎜　到達用

　呼び径φ300㎜　既設ﾏﾝﾎｰﾙ用

鋼製さや管推進

鏡切工

= ｍ

1

　ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ　ｔ=2.7～3.0㎜

　アルミ矢板



２．内副管設置工 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



種　別 規格・寸法
No.8101

-1 単位 計 備　考
本管

流入管 VUφ150

取付落差 1.242

プレーエンド直管 VUφ100 0.21 本 0.21

〃 VUφ150 本
内副管用

マンホール継手 φ150×100 1 個 1

〃 φ200×150 個

大曲Y管 φ100×100 個

副管用90°曲管 φ100 1 個 1

〃 φ150 個

カラー継手 φ100 1 個 1

〃 φ150 個

支持金具 φ100用 2 個 2

〃 φ150用 個

副管設置工 1.0m未満 箇所

1.0m～1.5m未満 1 箇所 1

1.5m～2.0m未満 箇所

2.0m～2.5m未満 箇所

2.5m～3.0m未満 箇所

3.0m～3.5m未満 箇所

3.5m～4.0m未満 箇所

内 副 管 工 集 計 表



No.8101-1 【本管φ150】 　 8102路線

単位

　１箇所当り

プレーンエンド直管 φ100 （ - - - ） ÷ 4.0 本 0.21

内副管用
マンホール継手

φ150×100 個 1

副管用90°曲管 φ100 個 1

カラー継手 φ100 個 1

内副管用支持金具 φ100用 個 2

副管設置工 H=1.0ｍ～1.5m未満 箇所 1

２号組立マンホール内副管設置工計算表

工　　種 算　　　　式

0.163 0.178 0.100

数　 量

1

1.242

1

1

2

副管
継手 曲管 落差

ｍ/本


